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1989年度から1990年度前半にか―けてはュちようど規模の大き
―い発掘調査が途切れた時期で,

発掘成果の展示会や遺物整4f44-な どにも力を注ぐことができました。

ところで,出上した土器や1石器はぅ法律上,題蔵文化財と呼ばれィています。竪穴住居のよう

な遺構も,土器が散布しているだけの遺跡もやはり,埋蔵文化財です。しかし例えば江戸や明

治の絵画といったものは,すべて文化財というわけで.は なく,ごく一部の優れた作品の|み
が選

ばれ 行政的な指定が行われてはじめて文化財となるわけです。

法律上の扱いはともかく,出土遺物や遺跡|が広く1文化財とみ装されるためには,過去の歴史

をたどるとでどれもが個性的な価値をもつということがやはリー研究の上で明らかにされる必1要

があります。発掘調査後に行われる追構 `遺物の整理作業や報告書の刊行は,考吉資料に新し

い文化財としての価値を付け加えていくという意味でも,大切な意義をもっていると―思われま

す。

1990年度後半からは,医学部構内鹿田遣跡でのアイツトーープ総合センター建設地をはじめと

して,再び大規模な発掘調査が続いてい.ま す力ヽ 発掘・2444業の他にも,出土遺物の保存処

理や調査成果の普及活動など,文化財保護にあ要な事業をさらに多面的に1進めていきたいと考

えておリーキす。日頃から約指導・ご協力をたまわつている関係各機関・各位にお礼申し上げま

すとともに|,今後の一層のご支援をお願いする次第です。

1991年 12月

岡山大学埋蔵文化財調査研究センター長

稲
. 

田
―
 孝  司
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例   言

1 本年報は岡山大学埋蔵文化財調査研究センターが岡山大学構内において1990年 4月 1日 か

ら1991年 3月 31日 までに実施 した埋蔵文化財の調査 と保存,お よび活動成果をまとめたも

のである。

2 大学構内の埋蔵文化財の調査に際しては,設定基準を次のように定めた。

1)津島地区では,国土座標第 5座標系 (X=-144,500,Y=-37,000)を 起点 とし,真

北を基軸 とした構内座標を設置 した。一辺50mの方形地区割である。また,同地区では

調査の便宜上,大 きく津島北地区と同南地区に三分する (図 20～ 22)。

2)鹿 田地区では,国土座標第 5座標系 (X=-149,800,Y=-37,400)を 起点 とし,座

標軸をN15° Eに 振ったものを基軸 とした構内座標 を設置 した。地区割は一辺 5mの方

形を用いている。 (図 23)。

3)本文中で用いる方位は,津島地区・鹿田地区は真北を,他は磁北を使用 している。

3 岡山大学構内の遺跡の名称は,周知の遺跡の場合はそのまま踏襲する。津島地区構内につ

いては,遺存する小字名を用いるか,岡 山大学津島地区遺跡群 と仮称 してきたが,今後は
,

全域を「津島岡大遺跡」と総称する。他地区は任意の名称で仮称する。

4 調査名称は,「発掘調査」に分類 したものについては,各遺跡毎に調査順に従って次数番

号で呼称 し,「試掘調査など」に分類 したものは,任意の名称を用いる。発掘調査のうち,

小規模で,試掘調査から連続 して調査 したもの,試掘調査を経ず調査 したものは,「試掘

調査など」に分類する。

6 「発掘調査」についての記述は現段階における概要であり,精確な詳細は正式報告によっ

て頂 きたい。「試掘調査など」については,本年報での記述を正式報告にかえる。

4 表に記載 した所属部は,原則 として各学部の頭文字を略号 として用いている。

5 本文・目次・挿図・写真などで使用の調査番号は表 1と 一致する。

7 本文は,絹川一徳 。土井基司・富樫孝志・松木武彦・山本悦世 。若林卓が分担執筆 し,執

筆者名は末尾に記 した。

8 編集は稲田孝司センター長の指導のもとに,山本の協力を得て,土井が担当した。

9 本年報に掲載の津島地区の地形図は岡山市発行の1/2500の地図を複製 したものである。

10 調査・整理において以下の方々にご援助・教示を頂いた。記 して感謝申し上げる。

亀田修―,川崎保,河瀬正利,北野信彦,久保穣二郎,河本清,粉川昭平,近藤義郎,谷

山雅彦,千葉豊,出原恵三,中井信之,中原斉,能城修―,橋口達也,橋本久和,平井勝 ,

松谷暁子,村上幸雄,村田秀石
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調査の概要

第 1章 1990年度岡山大学構内遺跡調査報告

1 調査の概要 (表 1,図 20～ 23)

当センターにおいては,大学構内における掘削工事に際して,事務局施設部企画課を通じて

事務的手続 きを行った上で,発掘 。試掘・立会調査にわけて調査を実施 している。

現在までのところ,そ の調査対象は津島地区と鹿田地区が中心となっている。特に,鹿田地

区は周知の遺跡 (鹿 田遺跡)と して,掘削工事に対 して届出を提出した上で対応を行っている。

また,津島地区においても新たな遺跡の確認が進んでいることから,届 出の有無にかかわらず ,

少なくとも立会調査を行っている。

1990年度は発掘調査 2件 (津 島地区 1件・鹿田地区 1件),試掘調査など4件 (津島地区 2

件・鹿田地区 1件・倉敷地区 1件),立会調査44件 (津 島地区40件・鹿田地区 4件)を 実施 し

た。詳細は表 1に挙げた。

なお,津島地区にういては,ながらく遺跡名称が定ま

遺跡」と総称する。

2 発掘調査

っていなかったが,今後,「津島岡大

(土井)

① 津島岡大 5次調査<大学院自然科学研究科棟>共同溝・検水槽 (津島北地区AY・ AZ08区 )

調査の経過 (図 1)

この調査は,大学院自然科学研究科棟建物本体部に隣接して建設される,共同濤および検水

槽の工事部分に対 して行なったものである。本体部分については,1988年 6月 から89年 3月 に

かけて発掘調査を実施している。

共同濤工事部分のうち,そ の本体部との接続部については, 本体部とあわせて発掘調査を行

08なったが,共同濤自体に関しては,工事規模が

狭小かつ浅いこと,配管等による攪乱が随所に

あると予想されることから,立会調査による対

応を予定 していた。 しかし,設計図面が完成 し

た段階で,工事に伴 う掘削が,1988年 時点の計

画より深 く,現地表下約 4mに及ぶことが判明

した。そのため,急邊,設計変更を申し入れ,

掘削深度を最小限に押さえたうえで,回避不可

能な部分に関して発掘調査を実施 した。

AY

図 1 調査地点図  (縮尺1/2400
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共同滞部分の調査区は,本体部建物西辺に既に建設済みの本体接続部分に西接 して,東西約

17m,南北約 5mに 設定 した。ただし,造成上部分に法面およびテラスを設けたためと,東西

両端が既設施設の攪乱部分にかかるため,実質的調査範囲は東西約12m,南北約2.8mである。

造成上および攪乱土は重機を用いて除去 し, 2層 の近代耕作土層以下は手掘 りで分層発掘を行

なった。10層 (古代)上面まで調査 した段階で, 2ヶ 所に深掘 トレンチを入れた。深掘の結果 ,

本/4H部調査区と同様の層序が観察されたこと,工事による破壊が10層以下には及ばないことか

ら,掘下げはその状態で停止 し,記録を取ったのち調査を終了 した。

検水槽部分の調査区は,本体部南側の木造建物の西隣に位置 し,範囲は東西約 2m,南 北約

2.5mで ある。重機によって造成土を除去 したのち人力で掘下げた。縄文時代後期以前の堆積

砂層上部と思われる20層上面までは全面を調査 し,以下については,調査区東・西壁沿いに深

掘を行なった。その結果,遺構は認められなかったものの,20a層 の上面付近に限って,縄文

後期土器を包含することがわかったため,若干掘下げ,遺物が認められなくなったレベルで調

査を終了した。

調査期間は1990年 4月 3日 ～ 4月 21日 である。

層序と地形 (写真 1,図 2)

調査区付近の現地表は標高4.5m～ 4.7mを 測る。 1層 は造成上で 2層 はその直下の近代耕作

土である。 3層 以下10層 まで,遺物に乏 しいため,正確な時期比定は難 しいが, 3～ 5層 は近

世, 6～ 8層 は中世, 9層 は中世または古代,10層 は古代の水田層 と考えられる。

共同濤調査区では,12層 から18層 まで粘質土の水平な堆積が連続 し,そ の下に19層 の砂層が

続 く。遺物は出土 していないが,本体部調査区層序との対応により,12～ 14層 は弥生時代後期 ,

15～ 18層 は弥生中期～前期に属 し,19層 は弥生前期の河道を埋積する砂層に相当する。

検水槽調査区では,粘質土の水平堆積は 9層 で終わる。11層 は本体部の調査では認められな

かった層であり,恐 らく,検水槽調査区の南方に広がる。出土遺物より6世紀末～ 7世紀初め

の洪水砂 と捉えている。この調査区では弥生時代の層が存在せず,11層 直下に,縄文時代後期

前半以前に堆積 した砂および砂礫層の20層 が高地部

を形成 している。土層が南西方向へ落ち込む状況が

看取されることから,そ の方向へと谷状に落ち込む

旧地形が想定されよう。20a層 の南西隅には,漸移

的に変化 して黒色味 と粘性を帯びる部分20a'層 が

認められるが,そ の南西に下る旧地形に関係 した現

象と理解 しておきたい。

以上,本体部調査結果から推定 したとおり,北側

-2-

写真 1 検水植東壁 (西から)
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-3.Om 5

6

7

--20m  8
9

10

11

12

13

14

図2 土層断面図  (縮尺1/40

の共同濤調査区は東西に走る河道の低位部に,検水槽調査区は

その南側に形成された微高地に位置することが明らかになった。

遺構と遺物 (写真 2・ 3,図 3・ 4)

今回の調査で確認 した遺構は,検水槽調査区において20a層

上面で検出した濤 2条である。濤 1は現状で幅600m,深さ20cm

を測る。濤 2も ほぼ同規模であるが,東狽Iがやや幅広になる様

相を示す。滞の走向はおよそ東南東から西北西で,推定される

微高地の伸びる方向にほぼ一致する。出土遺物や層位から,両

濤 とも古墳時代後期, 7世紀初め以前 と推測 している。ただし
,

3 溝 1・ 2平面図  (縮尺1/4の

2ヽ0a

/

9■

討

検水槽西壁
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1990年度岡山大学構内遺跡調査報告

相異なる 2時期の濤が切 り合っているのか,同時併

存か,ち ょうど両滞が接するあたりが攪乱されてい

るために明らかにしえなかった。後者の場合,二股

に分岐する濤 とも考えられる。性格も現状では不明

と云わざるをえないが,水日経営に関連する施設の

可能性は残される。

遺物は,11層 までの各層 と20a層上面付近から,

総量281コ ンテナ1/3箱程の土器片が出土 した。ただ

し,細片が多 く,図示できるものは檀かである。 4

は須恵器甕の胴部で滞 2か ら出土 した。 1・ 2は 7

層出土の土師質椀・小皿である。 3は須恵器杯身で

11層 よりの出土である。11層からは他の層 と比較 し

て多 くの土器が出土 した。 5～ 7は後期前半に属す

る縄文土器で,深鉢の口縁部 と思われる。20a層上

面付近から出土 した。 1は共同濤,他は検水槽調査

区の出土である。

まとめ

今回の調査では,本体部調査区におけるそれにほぼ合致する土層堆積状況が確認され,予想

どおり,共同滞調査区は河道の低地部に,検水槽調査区は微高地部にあたることが判明した。

微高地部の北側では弥生時代以来連綿と水田が営まれた状況を確認 しているが,微高地の頂部

では弥生時代～古墳時代の水田層は失われているようである。そして,微高地のすぐ南方に別

:期 5

1

―

l=プ

2

の低地部の存在を推測する材料を得たことは,

新たな知見として評価されよう。また, 6世紀

末から7世紀初めの洪水砂 と推定 した11層 の存

在は,一般に古墳時代層の遺存状態が良くない

津島構内にあって,検水槽調査区の南に,洪水

砂に覆われた,水田跡等の該期の良好な遺構が

展開する可能性を示唆する。特に,滞 1・ 2が

水田関連遺構ならば,水田と水利施設との有機

的関係が提えられる可能性があろう。 (若林 )

0                 10cm

(縮尺 1/4)

．
Ｉ

　

Ｆ

‥

　

日

　

に

＝

―Ｉ

Ｌ

Ｅ

日

日

日

し

日

一

写真 2 消 1断面 (南から)

写真3 浦 2断面 (東から)

図 4 出土遺物
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発掘調査

② 鹿田 6次調査<ア イツ トープ総合センター>(鹿 田地区BW～ CC67～ 71区 )

調査の経過 (図23)

アイソトープ総合センターの新営に先立ち,医学部構内の建設予定地において1990年 10月 に

試掘調査を実施 したところ,中世の遺構および包含層の存在が確認され,1990年 度に発掘調査

を実施することとなった。調査期間は1990年 11月 20日 から1991年 4月 末日までの予定であった

が,中世の遺構密度が予想以上に高 く,ま た試掘では確認されなかった弥生時代末～古墳時代

前半の遺構 。遺物の存在が明らかになったため,調査期間を6月 30日 まで延長 した。調査面積

は約690m2で , 2名の調査員が担当した。本年度末現在, 5層上面 (中世)の調査途中である。

層序 と地形 (図 5)

鹿田遺跡の基本層序は,1983年 から1984年 に行なわれた外来診療棟用地の発掘調査時に設定

されている。この基本層序 と本調査での層序 との対応関係は,基本層序第 I層 (造成土)が本

調査の 1層 に当たり,以下第Ⅱ層 (近代の水田土壌)が 2・ 3層 ,第Ⅲ層 (中世包含層)が 4

～ 6層 ,第 V層 (弥生時代～古墳時代初頭)が 7～ 9層 ,第Ⅵ oⅦ・Ⅷ層 (無遺物層)が各々

10。 11・ 12層 に相応するが,第 IV層 (古代末～中世)に当たる層はここでは存在 しない。

本遺跡の層序についてやや詳 しく述べると,ま ず中世包含層のうち 4層 は褐灰色砂質土の薄

い層で,確認されない部分 もある。 5層 と6層 とは灰褐色砂質土層で,後者の方が鉄分沈着が

多い。中世の遺構の多 くは4層から切 り込まれていると考えられるが,グ ライ化などのために

確認が困難なことから,実際には 5層 上面,場所によっては 6層上面で検出を行なう結果 と

なった。これらの中世包含層の上面は,調査区南壁の中央部 (69ラ イン付近)で もっとも高 く,

造成土 (I層)    4 褐灰色砂質土 (Ⅲ 層)

淡緑灰色粘土 (Ⅱ 層) 5 灰褐色砂質土 (ク )

青灰色粘土 (″ )  6 仄掲色砂質土 (ク )

7 灰褐色砂質土 (V層 )

バ  B 8 暗灰褐色粘質土 (″ )

9 黒褐色粘質土 (ク )

10 明黄仄色粘土～微砂 (Ⅵ層)

-20m

図 5 土層断面柱状図  鰍尺1/4の 断面位置は図6参照
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建物 1

柵列 l

0                                  10m

図 6 遺構配置図  (縮尺 1/200

-6-



発掘調査

調査区の北西隅付近が低い。基盤層上面の地形を反映 した

ものと考えられよう。弥生時代末～古墳時代前半包含層の

詳細な検討は次年度に持ち越されることになるが, トレン

チなどによって判明 したところによると, 7層 は灰褐色砂

質土層でマンガンの沈着が著 しく, 8層 は暗灰褐色粘質土

層, 9層 は黒褐色粘質土層である。それより下の基盤層に

ついては10層が明黄灰色粘土～微砂層,11層が青灰色粘土

層,12層が青灰色砂の湧水層である。

調査の概要 (巻頭写真 1・ 2,写真 4・ 5。 6,図 6)

中世層上面において 3月 末までに確認できた遺構は濤 6

本以上,井戸 1,土坑 1,掘立柱建物 3, 柵列 1で ある

(図 6)。

溝は南北方向に 5本以上,東西方向に 1本 を確認 してい

るが,精査の進展によってこれより増加することは確実で

ある。調査区西半部で確認 した南北方向の濤 4本 (濤 3,

4, 4c, 2)は とくに規模が大 きく (巻頭写真 1,写真

4),切合関係からみて西方のものほど新 しい。これらの

濤は,出土遺物から判断してさほどの時期差が認められず ,

短期間のうちに頻繁に掘 りかえられたものと推測できる。

濤の用途・機能の問題 とあいまって,そ の解釈は今後の課

題である。 写真6 井戸 1上器出土状況 (南 から)

掘立柱建物跡は調査区の西半部で 3棟が確認された。 3棟の大きさはそれぞれ 2× 1間 , 5

× 2間以上, 2× 2間以上であるが,柱穴の径や木柱の痕跡などから判断してさほど大規模な

構造の建物は想定 しがたい。さらに,濤 3の肩に沿って少なくとも9基のピットが一直線に並

ぶ状況が認められ,柵列 と判断 した。建物や柵列の数は,調査区東半部の精査の進展にした

がって今後増加する可能性が強い。

井戸は底面や全体の構造の把握が未了であるが,検出面での径約 3mを 計る素掘 りの井戸で

ある (写真 5)。 切合関係からみて中世包含層上面の遺構群のうちではもっとも新 しい。土坑

については調査途中で,図面にはのせていない。詳細は次年度に持ち越されよう。

遺物は土器類を中心に各遺構や包含層から出土 している (図 7)。 土師質の高台付椀,皿 ,

鍋,鉢が多 く,ほかに瓦器椀や,甕や鉢を中心 とした備前焼,亀山焼,東播系などの陶器片 ,

白磁 。青磁片が加わる。濤や井戸から出土するものの中には,ま とめて廃棄された可能性の高

写真 4 溝 4断面 (北 から)

写真 5 井戸 1(東から)

―
一
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い土器群も認められ,一括資料 としての活用が期待できる。 とりわけ濤 2bで土師器皿20枚が

繊維状の有機物に包まれた状態で検出されたのは特筆されよう (図 7-2,巻 頭写真 2)。 ま

た,井戸 1中層からは土師質および備前焼の椀が 5枚重なった状態で出土 した (図 7-4～ 8

写真 6)。 そのほか,特異な遺物 としては,溝 4か ら出上 した青銅製銃がある (図 7-1)。 こ

れらの遺物はほぼ13世紀代に比定され,そ の中での明瞭な時期差は今のところ認められない。

まとめ

以上のように,今後の調査の進展によってある程度の変更が予測されるとはいえ,本調査区

内の中世遺構の大要は本年度中にほぼ把握できたと考えている。鹿田遺跡における中世の集落

の実態は,各地点の調査によって次第に明らかになりつつあるが,そ ういう中でこれまで比較

的少なかった13世紀代の遺構・遺物が今

回の調査で多数検出されたことの意義は

大 きい。また,本調査地点が中世鹿田集

落の西の縁辺部付近に当たると予想され

ることから,濤などの遺構の諸関係を的

誓損吾ξ:鼻テ:与ξ邑程ξ毒辱ξ毎:
(松木)

0                  1ocm

※法量 ( )内数字は図上復元による推定植

図 7 出土還物  lTH尺 1/4)1溝 4 2・ 3滞 2b4～ 8井戸 1

番号 器 種
法   量 (cm)

形態・手 法 の特 徴 ほ か 色 調 胎   土
口径 底径 器高

青銅製 鋭 内外面 ともきわめて平滑,横方向に研磨痕 暗 緑

2 土師質 皿 60 15 強い横ナデ 底部外面はヘラ切 り未調整 淡黄灰 微砂少,精良

3 瓦 器 椀 50 44 内面ナデ後暗文 (疎),外面上半部横ナデ,下半都押圧「和泉型」 黒 灰 精 良

須恵質 椀 31 60 強い横ナデ 底部外面に糸切り痕 「備前焼」 灰  白 精 良

土師質 椀 37 内クト面ナデ,外面下半部に押圧 を加える 淡黄灰 微砂少,精良

6 23 50 内外面ナデ,タト面下半部 と底部内面に岬圧痕 淡黄灰 細砂含,や や粗

7 5] 内外面ナデ タト面下半部に押圧を力]え る 褐  灰 細砂含,やや粗

8 内外面ナデ,クト面に弱い押圧痕 明黄灰 細砂含,やや粗

-8-



試掘調査など

3 試掘調査など

今年度は岡山大学構内において, 4件 の試掘調査を行った (表 1)。 倉敷地区,鹿田地区で

それぞれ 1件,津島地区で 2件である。

③の学生合宿所ポンプ層の調査はきわめて小規模ではあったが,前年度の試掘調査で,近接

地に縄文晩期～弥生前期の包含層が良好な状況で確認されており,発掘調査を行った。①の資

源生物科学研究所内の確認調査は,倉敷地区での初めての調査であり,倉敷川流域の遺跡の南

限を知るための貴重な資料を得ることができた。③のアイソトープ総合センター予定地は,埋

蔵文化財調査室設置の契機となった動物実験施設に北接 し,そ の時の岡山市による立会調査の

結果とほぼ一致する結果を得た。本年度中に既に本調査に入っており,詳細は前述のとおりで

ある。⑥の福利厚生施設予定地の調査では,1987年 度の情報処理センター予定地の調査,1989

年度の図書館予定地の調査と合わせて,津島北地区北西部に比較的安定した微高地のあること

が確認された。

③ 学生合宿所ボンプ槽予定地 (津島南地区 BD02区 )

調査に至る経過

岡山市津島東 4丁 目の市道本町津島東線の幅員拡幅に伴い,拡幅部分に取り込まれる岡山大

学学生合宿所を解体,撤去する必要が生じたため,岡 山市による補償措置として,新たな合宿

所が建設されることとなった。

当予定地では,す でに1989年 9

月に,合宿所本体部分の試掘調

査が行われているが,そ の後 ,

ポンプ槽の建設に伴 う掘削が地

表下2.5mに 及ぶことが明かと

なったため,該当する予定地も

新たに試掘調査を行 う必要が生

じ,急邊,調査を実施すること

となった。

調査の方法 (図 8)

本試掘地点は岡山大学津島南

地区の東端,サ ッカと場南側に
図 8 調査地点図  鮪尺 1/240の

|
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位置する。当初,ポ ンプ槽建設予定地に,造成土部分 5× 5m,以下 3× 3m(ポ ンプ槽底部

分)の調査区を設定する予定であったが,調査区内の大部分に旧建物のコンクリー ト基礎が残

置 しており,そ の底面は14層 中にまで及んでいたため,急邊調査計画を変更 して,残存部分の

みを精査することとなった。従って,実質的な調査面積は1.5m× 3mで あり,作業のほとん

どは14層 以下の精査,壁面観察 (北壁)の みに終始することとなった。最大掘 り下げ深度は

GL下2.5mで ,調査期間は1990年 5月 7日 ～17日 である。

層序 (図 9)

1層 は造成土, 2層 は明治水田層である。遺物僅少で詳 しい時期は不明だが,他地点との比

較などから, 3層 ～ 5層 は近世, 6層 ～ 7層 は中世, 8層 は古代の水田層 と考えられる。8b

層は層界の形状が不定形で,下部に下層の土粒が巻 き込まれており, また,砂質土を含まず ,

Om

濤や自然流路とは考えられな

いことなどから, 樹根の攪苦し

と考えられる。 8c層 は, 9

層に感 じが似ているが,濤や

水田の畦畔関連の遺構である

可能性 は少なく,む しろ 8b

層 と同じ様な性格が考えられ

る。 8d層 は濤の埋土 と考え

られ,全体的に他の層 と比較

して柔らか く,明 らかに砂質

が強い。遺物 は認め られな

かった。西壁につながりを確

認できず,従 って,南北方向

に延びる可能性が強い。 9層

～12層 は弥生時代に属すと思

われる。14層 はいわゆる「黒

色土」で,縄文時代晩期後半

から弥生時代前期にかけて形

成された層である。15層以下

は縄文時代後期以前に堆積 し

た基盤層である。

35m

9

13a
30m

/ 25m

図 9 北壁土層図  (縮尺1/4の

*土性等の注記は F新版標準大色帖』 による

1 造成上

2 明治水田層

3 黄褐色 シル ト質壌土 (25Y5/3,SiL)2層 との層界明瞭,FeO帯状斑紋顕著

4a オリーブ禍色 シル ト質壊土 (25Y4/3.S,と )3層 との層界良好,帯状斑紋顕著

4b オリーブ褐色 シル ト質壊土 (25Y4/3,CL)4a層 との層界不明瞭,帯状斑紋顕著

5 にぶい黄褐色 シル ト質垣壌土 (10YR5/4,SCL)4Bと の層界良,帯状斑紋

6 オリーブ褐色 シル ト質埴壌土 (25Y4/3,SiCL)5層 との層界良,帯状,ウ ン管状斑紋

7a 灰オリーブ色埴壌土 (5Y5/2,CL)6層 との層界明瞭,ウ ン管状斑紋

7b 灰オリーブ色シル ト質埴土 (5Y5/2,SiC)7a層 との層界不甥瞭,や や色調が明る くなり,

粘性が強 まる。ウン管状斑紋

8a 暗灰黄色シル ト質埴土 (25Y4/2,SiC)7B層 との層界明瞭, ウン管状斑紋

8b オリーブ褐色シル ト質埴土 (25Y4/3,SiC)樹 根の攪乱

8c 褐色 シル ト質埴壌土 (10YR4/41SiCL)8a層 との層界やや良, ウン管状斑紋

8d 黄褐色砂壌土 (25Y5/3,SL)濤 の埋土 1砂 質が強い ,上下層 との層界明瞭

9 黄褐色 シル ト質埴壌土 (25Y5/3,SiCL)8A層 との層界良,ウ ン管状斑紋

10 オリーブ褐色シル ト質壌土 (25Y4/3,S,L)9層 との層界良, ゥン管状斑紋

11 黄褐色 シル ト質壊土 (25Y5/3、 S‖ )10層 との層界良,ウ ン管状斑紋

12 暗灰黄色シル ト質壌土 (25Y4/2,SiL)11層 との層界良,以下 ウン管状斑紋減少

13a黒褐色壌土 (10YR2/3,L)12層 との層界明瞭

13b黒 褐色壊土 (10YR2/2,L)13a層 との層界良

14a黒色 シル ト質壌土 (7 5YR2/1,SiL)13b層 との層界明瞬

14b黒 褐色 シル ト質埴壌土 (7 5YR3/1,SiCし )14b層 との層界不明瞭

14c黒褐色 シル ト質埴土 (10YR3/2,SiC)14b層 との層界良

15 暗灰黄色砂質埴壌土 (25Y4/2,SCL)14c層 との層界良

-10-



「

試掘調査など

遺構と遺物

本調査においては,出土遺物も僅少であり,土師質杭,土師質釜等の細片が数点出土 したの

みである。いずれも中世以降のものと考えられる。

遺構 としては,濤埋土と考えられる 8d層 を確認することができた。この濤の上半は 7層 に

よって切られている。また,13層 において畦畔らしき高まりを北壁で確認することができた。

1989年度に行われた試掘調査においてもこの層の上面より畦畔を検出しており,位置的な関係

においても同一時期のものと考えられる。ここでも1989年度試掘時と同様,突帯文期～弥生時

代前期の年代幅を与えておきたい。その他, 8層 上面においても幅 lmほ どの高まりを認めえ

たが,畦畔であるかどうかは不明であり, また,周 囲の壁面においてもその続 きを認めること

はできなかった。

まとめ

本調査では大規模な攪乱のため,平面的な遺構検出を呆たし得なかったが,調査所見として

以下の点を指摘することができる。まず,13層 において確認された畦畔状の高まりから,本調

査地点には1989年度試掘調査で明らかになった13層 上面検出水田の広がりを追認 し得ること。

14層以下の堆積状況からみて,本調査地点は微高地上に位置 しており,縄文時代後期から晩期

にかけての遺構が存在 しうる可能性が高いこと。また, 8d層 において確認 した濤状遺構の存

在は13層 以外にも良好な水田遺構が遺存している可能性を示している。

④ 資源生物科学研究所内遣跡確認調査

(糸ロナ||)

(倉敷地区)

調査の経過 (図 10,11)

当センターでは,資源生物科学研究所内

に遺弥が存在するかどうかの確認調査につ

いて,数年前から依頼されていたが,今年

度になって試掘調査を実施することにした。

倉敷市教育委員会が行った周辺での調査の

結果から,遺跡の存在の可能性が低いこと

が予想されたので, 2日 間の予定で調査を

行った。 RI棟 の西 隣の空 き地 に試掘坑

(3m× 3m)を設定 し,約 lm重機で掘
図10 調査地区位置図  (縮尺1/5000"

-11-



1990年度岡山大学構内遺跡調査報告

削 した後,南辺を幅70cm分 のみさらに80cm人力で掘 り下げた。中世以前の明らかな遺構・遺物

は確認されなかった。図面作成の後,重機でさらに lm深掘 りし,基盤の砂礫層の状態を観察

して,調査を終了 した。調査期間は1990年 8月 22日 ～23日 である。

」  サt  キ 調査結果 (図 12)

1層 は造成上である。 2層 は酸化鉄とマン

ガンの集積が僅かに認められ,造成直前の水

田層 と思われる。 3層 はしまりの悪い微砂層

で洪水層の可能性が高い。 4層 , 5層 は 3層

堆積前の水田層 と推測される。 6層 はしまり

の悪い砂質土。 7層 はしまりの良い粘質上で

水田層の可能性 もある。 6層 と7層 では中世

後半以降と考えられる土器細片が出土 してい

る。 8～ 10層 は細砂層で層の境は漸移的であ

る。 9層 は黒褐色粘質土のブロックと有機物

を含んでおり,湿地に堆積 したような】犬況を

呈す。10層 は 9層 のブロックが入 り,湧水が

激 しい。11層 は径数cmの 円礫を多 く含んだ砂

礫層である。各層 とも遺構は全 く検出されな

1 造成上

2 濃茶禍色砂質土

(微砂,細砂多)

3 明黄褐色微砂

(洪水砂)

4 明灰褐色粘土

5 暗灰褐色粘土

(粗砂,細砂多,細礫含む)

6 灰褐色粘土

(粗砂,細砂非常に多,細礫多)

7 明黄褐色粘土

(粗砂,細砂僅か)

8 黄灰褐色細砂

9 暗青灰色細砂

(黒褐色粘土プロック,

有機物合む)

10 明責褐色細砂

(9層のブロック)

11 砂礫層

(径 2～ 5 cmの 円礫多)

(縮尺 1/40)

かった。また, 6, 7層 以外での遺物

の出土はなかった。

まとめ

調査地点は,江戸時代初期の干拓地

のなかに位置するが,そ れ以前の小規

模な開発や海岸線の変動によって遺跡

が残された可能性もあり,試掘調査を

実施 した。 しかし,千拓以前の明確な

遺構,遺物は確認されなかった。

ノ

沐

ナ

0                                      250cHl

図11 調査地点図  (縮尺 1/5000

GL-15m

GL-25m

1

3

一

『

イ
~~~

司

巧

巧

一

RI棟

□

図12 土層断面図
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試掘調査など

⑤ アイツ トープ総合センター予定地 (鹿 田地区 BY・ BZ 68区 )

調査の経過 (図 13,14)

アイソトープ総合センターは数年前から鹿田地区に設置することが計画されていた。その計

画が具体化 したことから,周知の遺跡内ではあるが,予定地の状況を確認するため (遺跡の有

無も含めて),試掘調査を実施することとなった。

建物予定地は,北側の基礎実習・講義棟,南側の附属動物実験施設に囲まれた駐車場の西半

部に位置 している。西側には塀を挟んで消防署が隣接 し,大学敷地の西端部近 くにあたる (図

13)。

調査対象地区は本センターによる調査はこれまで及んでいないが,本センター設置以前,南

側の附属動物実験施設建設の折 りに,岡山市教育委員会によって断面観察によるデータがとら

れている (1981年 )。 これは,工事中の遺跡発見による緊急調査であったため,非常に不十分

なものではあるが,鎌倉時代の遺構・遺物が確認されており,今回の建物予定地についてもそ

の可能性は予想された。

試掘調査は予定建物のほぼ中央に約 4X4mの 試掘坑 1箇所を設定 して開始 した。機械によ

る造成上の除去中に,南および北側に旧建物基礎やガス管が出てきたため,調査範囲を中央部

約1/3弱の部分に限定 した。 3層以下は手掘 りで調査を進め, 5層上面で遺構の可能性のある

凹みを検出・記録 したのち, 6層上面まで掘 り下げた。その段階で調査面積をさらに東側1/2

に絞 り(図 14), 7層上面まで掘 り下げると同時に東・北側の側滞を深掘 した。 7層上面ではや

や大形の遺構の可能性が認められたことから下層への掘 り下げは不適当と判断 し, また,側濤

の断面観察から1981年の岡山市の資料と大差は無いと考え, この段階で記録をとり,調査を終

了 した。調査期間は1990年 10月 15～ 18日 の 4日 間である。

概要 (図 15)

遺構は近世層上面で浅

い落ち込みが確認された

ほか,東壁断面で鎌倉時

代に属する柱穴が明瞭に

認められた (図 15)。 ま

た,遺物は近世～中世 ,

鎌倉時代までのものが出

土 しており,中世を中心
図13

-13-
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1990年 度岡山大学構内遺跡調査報告

とした集落の存准が予想された。本予定地は試掘調査後 ,

年 6月 30日 には調査を終了 している。その概要は

本年報の発掘調査の項 (5～ 8頁)で前述 している

ため,試掘調査の詳細な概要説明は,それに含め

ることとし,こ こでは省略したい。  (山 本) 一

図14 調査区平面図  (縮尺1/10の

⑥ 福利厚生施設新営予定地

12

(津島北地区 AW.AX 13区 )

図16 調査地点図  (縮尺1/2400

約 1カ 月後に発掘調査に入 り,1991

2m

lm

1 造成上

2  ケ (砂礫)

3 淡仄色砂混粘土 (軟質・陶磁器) ・̈近世
4 灰色粘土 (軟質・土器)

5 暗青灰色粘土…………………………中世
6 緑灰色粘土 (Fe・ 土器) ……………ク

7 明茶仄色砂質土 (Fe'Ma)
8 茶灰色粗砂土 (Me多い〉
9 暗茶灰色細砂 (Fe・ Me)

10 煮灰色粘土 (硬質・Fe塊 )

図15 東壁土層断面図  (縮尺1/40〉

調査の経過 (図 16)

福利厚生施設建設計画に伴い
,

AW 
予定地内の埋蔵文化財の確認の

ため,試掘調査を実施 した。周

辺のボーリング調査のデータか

ら,現地表下約 4mに砂礫層が

予測されたので,予定調査深度

を4mと し,10m× 8mの大き

AY  さの試掘坑 (TP l)を 設定 し

た。しかし,試掘坑内の先行溝

を掘 り下げた結果,調査地点が

Ｎ

卜

代

キ

キ

ヽ

一

砂∝

-14-



試掘調査など

微高地上に位置することがわかり,実際の調査面積を4m× 4mに縮刻ヽ し,標高 lmま で調査

した。また土層の観察から,北西方向に微高地が下がっていく傾向がみられたので,傾斜の程

度をみるため,約 8m北にもう1つ 試捌坑 (TP 2, 3m× 3m)を 設定 した。先行溝の断面

観察によると,む しろTP2の ほうが高かったので,それ以上掘 り下げの必要なしと判断して
,

調査を終了 した。調査期間は1990年 10月 29日 ～11月 16日 である。

層序 (図 17)

現地表は標高4。 4～ 4.6mを 測る。 1層 は造成上で, 2層 はその直下の近代耕作上である。他

地点との比較から, 3～ 5層 は近世, 6層 は中世と考えられる。 7層 は出土遺物から古代の耕

作土と捉えている。 9層 は各地点で弥生時代前期ごろの水田が検出されている層で, 8層 はそ

の上にのる砂層,10層 はその下の粘質土層である。他地点の結果を参考にすると,11～ 16層 は

微高地を形成 している層で,縄文時代後期ごろの堆積 と推定されるが,遺物は全 く出土 しな

かった。17層 は土層の状況から遺構が存在する可能性があると思われたので,慎重に精査 した

１

２

３

４

５

６

７

８

９

１０

１１

１２

一
　

一

2

5

ァ十

ミヽ
(二

争ユ濤 5/濤 2

造成上

青灰褐色粘質土 (明治)

黄灰褐色粘質土 (近世)

黄灰褐色砂質土 (″ )

責灰褐色粘質土 (ク )

灰褐色粘質土 (中 世)

黒灰色粘質土 (古代)

黄褐色砂質土

黒褐色土 (弥生前期)

淡灰褐色粘質土

黄褐色砂質土

暗茶褐色砂質土 (マ ンガン)

13 茶褐色粘質土 (マ ンガン)

14 淡茶禍色砂質土

15 青灰色微細砂

16 暗灰色粘土

17 淡黒灰色粘土

18 黄灰色砂質土

19 青灰色粘土

図17 土層断面柱状図  (縮尺1/4①
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が遺構・遺物は確認されなかった。18層 以下は基盤層になると考えている。

遺構・遺物 (写真 7,図 18)

TPl, 9。 11層 上面で北西―南東方向の溝を 5条検出した。溝 1以外は断面観察による。

溝 3と 溝 4は 同じ溝の可能性がある。遺物は出土 しなかったが,他地点の溝の埋土 と比較 して
,

いずれも弥生時代から古墳時代にかけての溝 と推測 している。 7層 によってかなりの削平を受

けていると思われる。その他の

遺構は確認されなかった。

遺物は, 6層 から中世土器片

数点, 7層 から古墳時代～古代

の土器片十数点が出土 している

が,すべて細片で図化にたえう

るものはなかった。

まとめ

今回の調査によって,予定地

内の大半が微高地上に位置する

ことが確かめられた。

北接する情報処理センター新営

予定地や図書館新営予定地の試

掘結果の再検討 と共に,こ の微

高地がどこまで広がるか検討す

る必要がある。また,今回の調

査では11層以下で遺物は出土 し

なかったが,発掘調査にあたっ

ては,遺物包含層である可能性

に十分留意 して調査 しなければ

ならないだろう。  (土 井)

図18 遺構検出状況  (縮尺1/10⑪

L

写真7 溝 1検出状況 (西から)

六＼
X入
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4 立会調査

(1)津島地区 (表 1,図 19)

1990年度の津島地区における立会調査は事業別にみると24

件,詳細にみると40件 に及ぶ。それらのほとんどは造成土内

で終了するか,掘削深度の大きいものでも面積の狭いもので

あった。したがって,以下に報告する 4件の立会調査を除い

て特記すべきものはない。

報告する 4件はすべて条里遺構に関係するものである。そ

のうち,古代に遡る可能性があるのは,岡 山市市道拡幅補償

工事関連電柱移設工事 (表 1-⑮)で確認した南北濤のみで
,

他の 3件 は,条里施行以後それを踏襲してきた,い わば,条

里の名残りの濤を確認している。

調査⑩では電柱掘削機を用いて 8ヶ 所掘削したが,面積が

狭 く湧水が激しいために,立会調査にあたって土層の観察は

困難であったが,東端の電柱で中世層の下に砂層を確認した

(図 19)。 確認された位置が復元条里に一致しており, この

砂層は条里南北濤埋土の可能性が高い。中世層の下にあり,

立会調査

GL―

1 造成土

2 青灰～黄灰色粘土層
3a暗青灰色粘土層

3b暗青灰色粘土層 (3aょ り軟かい)

4 灰黒色粘土と青灰色粘上の互層
5.湧水のため、観察不能
6 青灰色砂質土層

図19 調査⑩士層柱状図
(縮尺1/40)

砂層の状況が古代条里濤埋土に似ているので,古代に遡るものと考えてよかろう。

教養部グラウンドシャワー室新設に伴う排水管工事 (表 1-⑩),総合大学院自然科学研究

科棟外構工事 (表 1-④),岡 山市市道拡幅補償工事Ⅱ (表 1-⑫)では南北方向の濤跡を確

認している。調査⑩では,盛土の厚い部分が確認された。これは条里名残りの濤の埋土である

と考えられる。調査④では,近世層より,石垣に使用されたような石材が多 く露出している部

分があり,南北方向の濤の名残りであると考えられる。調査⑫ではほとんどの部分は造成土あ

るいは攪乱層内に収まっていたが,東端近くで陸軍用地時代の水路を埋めた跡を確認した。こ

れも条里関連の濤の名残りであると考えられる。

以上のように今年度の立会調査は件数こそ多かったものの,小規模なものが多 く,検出した

遺構,遺物は少なかった。しかし,構内の条里遺構の復元にとって有意義な資料をかなり蓄積

することができた。ただ,連絡の不徹底から,立会調査なしに工事を開始するなどの事態が少

なからず起こった。今後は連絡を密にとって,そ ういう事態にならないようにしていく必要が

ある。                                   (富 樫)
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(2)鹿田地区 (表 1)

鹿出地区では事業別にみて3件の立会調査が実施された。そのうちRI給水管敷設替え工事

(表 1-⑭)では現地表下0.6～ 0.8mで明治時代水田層と考えられる青灰色粘土層の上面を検

出したが,遺物は発見されなかった。その他の調査はいずれも深度が浅く,造成上内の掘削に

とどまった。 (松本)

1

2

3

4

5
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「岡山大学構内遺跡調査研究年報』 7 16頁 1988

F岡 山大学構内遺跡調査研究年剰 5 30頁 1988

『岡山大学構内遺跡調査研究年細 7 18頁 1990

岡山大学埋蔵文化財調査研究センター

1988 岡山大学理蔵文化財調査研究センター

岡山大学埋蔵文化財調査研究センター

岡山大学埋蔵文化財調査研究センター

岡山大学理蔵文化財調査研究センター
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1990年度調査一覧

表 1 1990年度調査一覧

番号 種類 調査 地 区 所属 調 査 名 称 調査期間
掘削深度

(m)
備 考

① 発掘 津島北 AY・ A208 大自 大学院自然科学研究科棟共同溝
・検水槽

4,3～4,21 22～ 2,8 調査面積90ド,古墳時代後期溝
縄文時代後期～中世土器片
〈津島岡大5次調査〉

② 麗 田 BW～ CC67～ 71 アイツトープ総合センター

(RI)
11,20～

91,3,31

15～ 27 調査面積690m2

鎌倉時代溝・井戸・建物群
中世土師質上器,白磁,青銅椀
伯田6次調査〉

③ 試掘 津鳥南 BD02 学生 学生合宿所ポンプ槽予定地 517～ 5,17 弥生時代前期畦畔
中世土器片

④ 倉敷地区 資生 資源生物科学研究所遺跡確認調査 8,22～ 8123 中世後半以降土器片

⑤ 鹿 田 BY・ BZ68 アイソトープ総合センター予定地 10,15～ 10,18 中世土師質土器など
(1990年度発掘調査〉

⑥ 津島南 AW・ AX03 事 福利厚生施設予定地 10,29～ H,16 弥生～古墳時代の溝
中世土器小片

⑦ 立会 津島北 AZ・ BA05 教育 エレベーター周辺りF水管設置換 4 6～ 7 0.6～ 0,8 造成上内

③ 津鳥南 BB26 事 国際交流会館水銀灯設置 造成上内

③ 津島南 BC14・ 15 事 事務局周辺舗装 4.20～ 21 造成上内

⑩ ″  BD04 教養 グラウンド
シャワー室
新営

排水管設置 4,19。 20 15 造成上09～ 10m,条 里名残?

① BC,BD05 電線埋設 4,20～ 25 12 造成上1～ 1.2m,～ 明治層上面

⑫ 津鳥北 AV10 岡山市道本町
津島東線幅貝
拡幅工事に伴
う補償工事I

高圧放電実験施
設 電柱支張線

1,2 造成上12m,～明治水田面

③ AV07 電柱移設 4,13・ 19 04～18 造成上0.6m,直 下花前岩岩盤

⑭ AV08・09 ブロック塀付替 5.21～ 24 造成土内

⑮ AV09 電柱支線 5,25 造成上内

⑮ AV04～ 06 電柱移設 5,28 造成上14m
東端で条里南北海?確認

O ク  AV06 ハンドボール 造成±10m,用水路埋土?

⑥ AV06～ 08 埋設管設置 5,31～ 6121 ll 造成±06m,直下花尚岩

⑩ AV04・ 05 電柱移設 24～ 3,0 造成土l lm

地表下3.Omよ り黒色土層

⑪ 津鳥南 BC02・ 03・ 04

BD03・ 04

学生合宿所給
排水管設置

5,286,06

7,09～ 11

造成上12m
地表下23mよ り黒色土層

④ 津島北 AV・ AW04・ 05 工 工学部生物応用工学棟外構 5,10～ 6,06 ～近世層上層,連絡不備

② AV・ AW05'06 工 工学部情報工学棟外構 6,06～ 14 造成上・既掘削内,連絡不備

④ AZ16 難
経

合併処理槽排水管新設 0,8～ 1.5 造成上内

② AVll 工 機械工学科資財収納庫設置 0] 造成土内
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1990年度岡山大学構内遺跡調査報告

番号 種類 調査地 区 所属 調 査 名 称 調査期間
度際

ｍ，
掘

備 考

⑮ 立会 津島北 AZ07 大自 総合大学院自

然科学研究科
棟外構工事及
び付設工事

電気外線 7,04～ 05 ll 造成±1 lm,～ 明治層上面

④ AY06・ 07 電気配線 ～明治層

② AY A206～ 08 周辺整備 8,06～ 20

9,12

造成上内

④ AY・ AZ06～ 08 排水管設置 ～9,12 12 造成1 lm,～ 近世層

石垣石材(水路?),連絡不備

⑩ AY06・ 07 ガス管設置 造成上内

⑩ ″  AZ06 地震計設置 造成土内,既掘削内

① A206 ヘリウムガス

管設置
造成上内

⑫
南

″

白
厠

津

AW～ BA12～ 16

BC～ BE14～ 16

図 附属図書館周辺整備関連

樹木移植等

11,13・ 14 造成土内

③ 鹿 日 BY～ CS 60～ 80 H,15,16 12 造成±07m

⑭ 鹿 田 BY～ CS 60～ 80 医 RI給水管敷設換え 11,15,16 06～08 ～明治層上面

① 津鳥南 BD14・ 15 事 事務局周辺駐車場舗装 11.28・ 29 造成上内

③ BB14 事 事務局敷地内排水滞修繕 03～ 15 造成±08m

⑦ 津島北 AV01-03,AT03 岡山市道本町津鳥東線幅員拡幅
工事に伴う補償工事Ⅱ
ブロック塀付替

124～ 10 07
-部15

造成上07～ 08m
東端で条里の名残?

③ 難
経

焼却場新営 造成土内

⑩ 図 ボイラー室横水道管破裂 1,18 造成上内,緊急立会

⑩ 鹿 田 AX～ BL33～ 52 医 記念会館及び管理棟周辺整備 I.21～ 2,28 造成上内

① ″  AV09'10 工 工作センター配管 造成土内

⑫ 津鳥南 BC.BD09 教養 歩道拡幅 造成上内

④ BB・ BCll 学生 共済会購買部駐車場排水海設営 21 造成上内,連絡不備

④ 辞島北 BA14■ 6 難
経

南側用水石積み改修 2.6～ 14 1,1 造成上内

陸軍の上塁カット

④ 津島南 BE22 農 附属農場有機物廃液処理施設 2,13・ 14 02～09 造成上内

④ 鹿 田 AP～ AT23～ 31 医病 外来棟正面玄関前バリカー設置 造成上内

⑦ 津島北 BA08 理 焼却炉新営 01 造成上内,連絡不備(理学部)

④ 津島南 BF・ BG13・ 14 出
辰 駐車場舗装 1～ 025 造成上内

⑥ B118,19 事 職員宿舎自転車置場設営 造成上内

⑩ ク  BC・ BD15 事 事務局宿直室ほか改修及び給排

水管設置

3,26 06～08 造成上内
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1990年 度調査一覧

サ ソカーグランド

赤印部分 :1990年 度調査

黒印部分 :1989年 度以前調査

物%%発掘調査地点

|:華革:樹木移植地域

図22 津島南地区

赤数字は表 1に 同じ

0                               200 na
|

(縮尺1/5000)
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1990年 度岡山大学構内遺跡調査報告

70               60

赤色部分 :1990年 度調査

黒色部分 :1989年 度以前調査

斡 発掘調査地点 赤数字は表 1に 同じ

モ:4:i樹木移植地域

図23 鹿田地区全体図および調査地点  (縮尺1/2500

Y=-37600

0                               100m
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資料整理・分析伝頼・刊行物

第 2章 1990年度普及 。研究・資料整理活動

1 資料整理

本年度は次の 6件の発掘調査の資料整理を行った。

① 津島岡大 1次調査 (学生部男子学生寮予定地)

出土遺物の実測・ トレース・写真撮影,遺構のトレース

② 鹿田5次調査 (医学部附属病院管理棟)

出土遺物の一部復元,出土種子類の採集

③ 津島岡大 5次調査 (大学院自然科学研究科棟)

出土遺物の一部写真撮影,出土種子類の洗浄・採集

④ 津島岡大 6次調査 (工学部生物応用工学科棟)

出土遺物の一部復元・実測,出土種子類の洗浄・採集

⑤ 津島岡大 7次調査 (工学部情報工学科棟)

出土遺物の復元・実測・ トレース,遺構のトレース

2 分析依頼

① 出土種子同定一大阪市立大学理学部教授 粉川昭平

津島岡大遺跡 (3次調査):縄文時代晩期貯蔵穴内出土種子・縄文時代後期層出土種子

古代河道内出土種子

② 灰像分析・炭化物の同定…東京大学総合研究資料館 松谷暁子

津島岡大遺跡 (3・ 5次調査):縄文時代後期貯蔵穴内出土土器内炭化物

③ 木製品樹種同定…農林水産省森林総合研究所 能城修一

鹿田遺跡 (1・ 2・ 5次調査):弥生時代中期～中世の井戸 。濤等出土木製品他

津島岡大遺跡 (4・ 6次調査):古代濤出土杭群 。縄文時代後期河道出土自然木他

ク     (5次 調査):縄文時代後期貯蔵穴出土竪櫛

3 刊行物

岡山大学構内遺跡調査研究年報 7 1989年 度

岡山大学埋蔵文化財調査研究センター報 第 4号

第 5号

※なお,1990年度までの刊行物については附表 3・ 4で一覧にして挙げている。

①

②

③

1990年 11月 20日  発行

1989年 7月  発行

1990年 3月  発行
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1990年度普及・研究・資料整理活動

4 調査員の活動

(1)資料収集活動

山本悦世

<木製品の科学的保存処理法について>

元興寺文化財研究所

<中世集落遺跡について>

広島県立博物館

<中近世土器を中心に>

福岡市博物館他

<研究会参加>

考古学研究会総会 。中四国縄文研究会

中世土器研究会 他

資料報告他

土井基司

松本武彦

研究発表

山本悦世

土井基司 科学研究費 奨励研究lAl交付

<木製品の科学的保存処理法について><研究会参加>

元興寺文化財研究所

<中予地方の横穴式石室について>

松山市立埋蔵文化財センター他

<中世集落遺跡について>

広島県立博物館

<中近世土器を中心に>

福岡市博物館他

松木武彦

<古墳時代の武器・武具を中心に>

田布施町教育委員会

<中近世土器を中心に>

福岡市博物館他

<研究会参加>

考古学研究会関西例会第49回例会

第29回埋蔵文化財研究集会

日本考古学協会大会 他

考古学研究会総会,九州 。釜山研究会

中四国縄文研究会, 日本考古学協会大会

中世土器研究会,九州史学会

古墳文化研究会 他

「半田山城測量後記」F岡 山大学構内遺跡調査研究年報 7』

「前期古墳副葬鏃の成立と展開」『考古学研究』148号 1991

中四国縄文研究会 「岡山大学構内遺跡出土の縄文土器」
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5 日記抄

1990年

4月 2日   総合大学院自然科学研究科棟共同濤・検水

糟発掘調査打ち合せ

4月 3～ 21日       ク

4月 4日   第 1回 月例会議

調査 (担当 :若林)

。今年度活動計画案 ・各調査報告

・半田山城測量結果報告 他

5月 1日   学生合宿所ポンプ槽発掘調査打ち合せ

5月 2日   第 2回月例会議

・各調査報告 他

5月 7～ 16日 学生合宿所ポンプ槽発掘調査

(担当訴目
'II)

6月 6日   第 3回月例会議

6月 11日

6月 22日

6月 27日

6月 29日

7月 12日

7月 16日   岡山大学博物館学実習開始

7月 20日   センター報第 4号入稿

7月 31日   若林退職,絹川異動 (考古学研究室へ
)

センター報第 4号発行

8月 1日   第 5回月例会議

・展示会について 他

8月 22日   運営委員会開催

8月 22～ 23日 資源生物科学研究所試掘調査

(担当 :土井)

9月 5日   管理委員会開催

9月 7日   年報 7入稿

9月 10日   岡山大学博物館実習終了

9月 11日   第 6回月例会議

・調査報告 ・展示会について 他

運営委員会開催

収蔵庫増集・展示室完成パーテイー

管理委員会開催

展示会打ち合せ

第 4回月例会議

・人事について ・運営委員会,管理委員

会報告 他

・調査報告 。展示会について

・管理委員会報告 他

アイソトープ総合センター (RI)・ 福利厚

生施設試掘調査打ち合せ

第 7回月例会議

・調査計画について

9月 28日

10月 3日
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10月 15～ 18日

10月 22日

10月 29日

～11月 16日

■月 1日

■月 1～ 2日

11月 3～ 4日

■月 5～ 6日

11月 7日

11月 8日

11月 9日

11月 19日

11月 20日

12月  5日

日記抄

・展示会について 他

RI試掘調査開始 (担当 :山本)

RI発掘調査打ち合せ

福利厚生施設試掘調査 (担当 :土井)

松木,文学部助手として赴任

展示品搬出,会場準備

展示会開催

展示品搬入,片付け

第 8回月例会議

・各調査報告 ・展示会について 他

RI発掘・福利厚生施設試掘調査打ち合せ

大橋かおり退職

RI発掘調査打ち合せ

RI発掘調査開始 (担当:松木 ,山本 ,土井)

年報 7発行

第 9回月例会議

・を調査報告 ・木器処理施設について

。展示会のまとめ 他

木器処理施設打ち合せ

御用納め

仕事始め

第10回 月例会議

・調査報告 ・木器処理について

'予算等について 他

木器処理施設打ち合せ

木器樹種鑑定サンプル採取 (能城)

運営委員会開催

第11回 月例会議

・調査報告 ・木器処理施設について

'予算について ,運営委員会報告 他

管理委員会開催

第12回 月例会議

・調査報告 ・来年度活動計画

・管理委員会報告 他

センター報第 5号入稿

RI発掘調査予算打ち合せ

高重センター長辞任

センター報第 5号発行

12月 17日

12月 28日

1990年

1月 4日

1月 14日

1月 22日

2月 6～ 8日

2月 7日

2月 8日

2月 20日

3月 6日

3月 18日

3月 28日

3月 31日



1990年度普及・研究・資料整理活動

6 1989年度までの遺物収蔵量および保管施設

(1)遺物収蔵量 (表 2)

1991年 3月 31日 における本センターの遺物収蔵量は,鹿田遺跡 1・ 2次調査 (医学部附属病

院外来診療棟・NMR―CT室):724箱 ,同 3・ 4次調査 (医療技術短期大学部校舎他):134箱 ,

同 5次調査 (医学部附属病院管理棟):119箱 ,同 6次調査 (ア イソ トープ総合センター予定

地)i30箱 ,津島岡大 2次調査 (農学部合併処理槽・排水管):18箱,同 3次調査 (学生部男

子学生寮予定地):48箱 ,同 5次調査 (大学院自然科学研究科棟):89箱,同 6次調査 (工学

部生物応用工学科棟):63箱 ,同 7次調査 (同情報工学科棟):13箱 ,そ の他の発掘及び試

掘・立会調査 (分布調査含む):17箱,総計1255箱 を数える。詳細は表 2に挙げた。 1箱の容

量は約301を 目安 としている。また,木器の中で大型水槽に保管のものについては 1箱 に換算

して計算 している。

(2)管理・保管施設

本年度の本センターの使用施設 としては,津島地区に管理施設 (面積は100ポ)と ,収蔵施

設 (廷面積は300ポ :1。 2階各150m2)と がある。また,鹿田地区では連絡所 として,旧混合

病棟の東にある旧管理棟の三階の一室 (約25♂)があり, ここには,原則 として,職員 1名 が

交代で常勤する形をとり,鹿田地区の立会調査等に対応 した。

収蔵施設は,主 として, 1階 を遺物等の洗浄・保管室ならびに器材置き場 として, 2階 を常

設展示室 (約 18♂ )。 写真撮影室 (約 10∬ )。 遺物整理室 (約 117m2)と して使用 している。

今年度は昨年度と同じ施設で変化はなかったが,使用総面積は,管理施設100m2.収 蔵施設

300ポ,鹿田地区で約25活,合計425112で ぁった。

表 2 埋蔵文化財調査研究センター収蔵遺物概要

(土井)

所 属 種 類

地   区

調 査 名 称

箱 数 (1箱 :約 30ゼ ) 備 考

主要時期・特殊遺物

文
　
献総 数 土 器 石 器 木 器 その他 サンプル

医 病 発掘 鹿田 1次調査
(外来診療棟)

6

ス
器

鏃

他

．

ガ

鉄

鋼

弥生中期～中・近世
短甲状・櫂状木器等

⑦

鹿 田 2次 調 査
(NMR― CT室 )

3 3 弥生後期～中世
田舟・木簡等

医 短 鹿 田 3次調査 (校舎 ) 5 古代～中世 ⑩

鹿田 4次調査 徊己管) 3 2 1 古代,鹿角製品

医病 鹿田 5次調査
(管理棟 )

1 弥生後期～中・近世 ③

RI 鹿田 6次調査
(ア イソ トープ総合

センター)

05 中世 。 青銅 製銃 ⑫

農 津島岡大 2次調査
合併処理槽
排水管

7

6

1 4 縄文晩期～弥生前期 ④

学 生 津 島岡大 3次 調査
(男 子学生寮)

6 2 縄文後期～弥生,古代～近世
石製指輪,蛇頭状土器片

⑥
③
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1989年度までの遺物収蔵量および保管施設

所 属 種 類

地   区

調 査 名 称

箱 数 (1箱 :約 30ゼ ) 怖 考

主要時期・特殊遺物

文
　
献総 数 土器 石 器 木 器 その他 サンプル

学 生 発 堀 津 島 岡大 4次調査
(屋内運動場 )

1 1 縄文晩期～弥生前期
(試掘調査遺物を合む〉

⑥

大 自 津島岡大 5次調査
(自 然科学研究科棟 )

2 縄文後期～弥生,古代～近世
耳栓・木製櫛 (縄文 )

①
⑫

工 津島岡大 6次調査
(生物応用工学科棟 )

1 縄文後期～近世
人形木器,ア ンペラ

①
⑭

津島岡大 7次調査
(情報工学科棟 )

7 1 5 縄 文 後 期 ～近 世 ①

医病 試 掘 鹿 田  駐 車 場 ] 1 弥 生 ～ 中世 ⑤

生

育

学

教
津島北 男子学生寮

″  研究棟
1 07 0.3 縄文後期～弥生前期

大 自 ″  自然科学研
究科棟

ユ 1 縄文後期～弥生前期

事 津 島 外国人宿舎
(土生)

1 1 縄 文 ～ 中世 ③

理 津島北 身障者用エ
レベーター

03 03 中・ 近 世

教 養 津 島南   ″ 0,7 07 縄文・中世

工 津島北 校舎 1 l ～近 世 ⑪

農 薬 津島南 動物・遺伝
子実験施設

07 07 縄文～弥生:中 。近世

事 国際交流会館 03 0_3 中 世

大 自 津鳥北 合併処理槽 02 02 中・ 近 世 ⑭

学 生 津島南 学生合宿所 02 03 中 世

教 育 津島北 身障者用エ
レベーター

03 縄 文

図 ク  図書 館 古墳～中世

学 生 津島南 所
槽

宿
プ

合
ン

生
ポ

学 縄文～中世 〇

資 生 倉 敷 資源生物科
学研究所

0.1 近 世

R] 鹿 田 アイツ トー
プ総合センター

ユ 1 中世 ～近 世

事 津島】ヒ 福利厚生施設 04 弥 生 ?～ 中世

全 学 立 会
.83年

度 2 2 分銅 形 土 製 品 ①

'84年 度 ユ 1 ②

'85年 度 1 1 ⑤

'86年 度 ⑥

'87年 度 ③

分 布 '89年 度 三朝・本島 ⑭

総 箱 数 378,9 1 139 8

※文献番号は附表3,4に対応する。文融9は本年報 8を指す。



1990年度普及・研究・資料整理活動

7 展示会

今年度は,構内遺跡の発掘調査の成果を紹介する第 2回 目の展示会を鹿田地区で行った。昨

年度,津島地区で行った第 1回 目の展示会が,非常に好評であったことや,鹿田地区が著名な

鹿田遺跡に当たり,最初の発掘調査から,豊富な内容をもつ多 くの遺構・遺物が出土 している

ことから,現地での展示会開催を求める声が強 くなった。そこで,1990年 度は前半期に発掘調

査の予定がなかったことから,11月 3～ 4日 の鹿田祭に合わせて「第 2回岡山大学キャンパス

発掘成果展」を行うこととなった。

当日は,休日に当たっており,職員の方の見学が少なかったのが残念であるが,総計174人

の見学者があった。展示内容については,概略を以下に簡単に記す。

「第 2回岡山大学キャンパス発掘成果展」 1990年 11月 3～ 4日 (9Ю O～ 16:30)

岡山大学医学部基礎医学棟 2F

〔企画展】 『まつリー井戸・墓・祈リー」

祭祀的要素の強い遺物に注目し,特に丼戸・墓などを中心に,時代を追ってそ

の変化を考えた。

主な展示 :構内遺跡の調査から出土 した遺物を中

心に,出土状況の写真パネルや復元模

型を加えてより分かりやすい展示を目

指 した。その中で,鹿田遺跡に重点を

置いたため,中心は弥生時代から鎌倉

時代 となった。

<墓 >  弥生時代の壺棺 と重棺内出土の乳歯

鎌倉時代の人骨 と副葬品

<井戸> 弥生～鎌倉時代 :各時期の井戸から

出土 した土器

弥生時代 :羽【核

古墳時代初頭 :武器形木製品

短甲形木製品

井戸の復元模型

平安時代 :墨書土器 。大形の井戸枠
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|

展示会光景



平安時代末～鎌倉時代

:白磁碗・木製品

種子類 (炭化米・瓢箪 。瓜等)

井戸の復元模型と井戸の底から出土

した牛頭骨

くその他> 縄文時代 :耳栓・ リング・蛇頭部土器等

弥生時代 :器台・分銅型土製品

平安時代 :人形木製品・馬骨

【鹿田遺跡コーナー】

主な展示 :発掘調査成果から鹿田遺跡の性格を特

徴づける遺物 。写真を展示

製塩土器・土錘・ ガラス津

※ ビデオ上映

『まつリーのぞいてみた井戸の世界一』

『弥生土器を作るJ

『縄文。弥生の食生活』

展示会

展示会光景

【墓コーナー】 (71 古墳時代初頭の井戸復元模型

(1)弥生時代の重棺類  (8)鎌倉時代の井戸復元模型

12)鎌倉時代の人骨   19)平安時代の井戸枠

今回の展示会も多くの方々の協力を得て開催す

ることができた。ここで列記して深謝の意を表し

たい。岡山県古代吉備文化財センター (百間川遺

跡群発掘調査現場の方々),総社市教育委員会社

会教育課,岡山大学医学部用度係,同事務局施設

部,そ して,中 山沃先生をはじめ,同医学部生理

学教室の方々,並 びに小田嶋梧郎先生 (同歯学

部)。 この他にもたいへん多 くの方々のお世話に

なった。残念ながら全てを挙げられないが深 く感

(山本) “

)平安時代末～鎌倉時代 【センターの仕事】10

図24 展示会場見取図

【井戸コーナー】
(31 弥生時代

(4)古墳時代初頭

15)平安時代

【その他コーナー】
QO 器台、分銅形土製品

tO 縄文時代

【鹿田コーナー】tり

謝 している。
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1990年度埋蔵文化財調査研究センター活動のまとめ

第 3章 1990年度埋蔵文化財調査研究センター活動のまとめ

本年度は,調査研究員の減少によって,かなり厳 しい 1年であった。

そうした中ではあったが,第 2回展示会を鹿田地区で開催することができた。前回同様,学

内外の多 くの機関,個人にお世話になった。ここで改めて感謝 したい。また,セ ンター報も年

2回発行が定着 した。 しかし,立会調査の連絡不徹底など,埋蔵文化財に対する理解はまだ十

分とは言えない。今後,一層努力 して啓蒙広報活動に取 り組んでいかなければならないだろう。

発掘調査は,大学院自然科学研究科棟本体部分調査に隣接する共同溝・検水槽部分を調査 し,

本体部分で確認された微高地の広がりが予想外に小さいことがわかった。ついで,以前の試掘

調査で低地部 と予想されていた情報処理センター予定地が,福利厚生施設予定地の試掘調査に

よって,南から続 く微高地上に位置する可能性が高いこともわかった。津島地区構内の微地形

がかなり複雑であり,調査の進展によって,常 に認識を改めていく必要を強 く感 じた。また
,

アイソトープ総合センターの調査では,鹿田遺跡の中世における周縁地区の状況をつかむ良好

な資料を得ることができた。今後の調査の進展によって, さらに多 くの成果があがることを期

待 している。一方,分布調査は今年度中断されたものの,今まで調査の及んでいない倉敷地区

で試掘調査を実施 し,鹿田,津島両地区以外の構内の状況を知る資料がえられた。

自然科学的分析では,能城氏に,鹿田遺跡 と津島岡大遺跡出土の全木製品を村種鑑定 して頂

いた。津島岡大遺跡については,来年度干J行予定の『津島岡大遺跡 3』 (男 子学生寮)の 中で

発表される予定である。また,出土種子,木製品については,半田山特別研究において,津島

岡大遺跡の今までの成果をまとめた。さらに,鹿田遺跡の井戸出土種子を中心に,そ の意義に

ついて附編でまとめている。永年の懸案だった木器処理についても,木器処理施設が来年度設

置されることが決定され,外注分については,事務局との話 し合いで,来年度優先的に取 り組

むことが確認された。本年度は自然科学的分野が大きく前進 した年といえよう。

今年度は少人数ながらも,木器処理をはじめとする,い くつかの懸案を解決することができ

た。少 しずつではあるが,調査研究活動での成果 もあがってきている。しかし,新たな課題も

でてきた。上述のように,調査の進展によって認識が刻刻 と変化 しているのが実態であり,か

なり以前の試掘調査時の認識とは異なっていることの方が多い。 しかし,工事予定が未定のま

ま試掘調査を行い,既 に数年以上経過 した例 もいくつかある。これは今後,大 きな問題に発展

していくかも知れない。大学全体の将来計画にも影響を与える問題であり,慎重に対処 してい

く必要があろう。ともあれ,来年度も今年度同様に苦 しい運営が予想されるが,各人が奮起 し

て努力 していかなければならないだろう。
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年度 名
鴎

跡

地遺
雌

種類 所属 調 査 名 称 調 査 組 織 輌
ｍ

調

積 文献 備 考

鹿 田 立会 歯 同附属病院棟新営 岡山市教育委員会

津鳥南 BD 26 農 寄宿舎新営

津島北 難
経

合併処理槽埋設

津島南 BD 09

BC 09～ 11

基幹整備 (共 同滞取付)

津島南
BD～ BE 04～ 07

陸上競技場改修
(配 水管埋設)

鹿 田 医病 高気圧治療室新営

動物実験施設新営
岡山県教育委員会

試掘調査をせず破壊
残存壁面等の調査

病理解剖体臓器処理保管
庫新営

岡山市教育委員会

医 運動場改修

津 鳥 AV 06・ 10

AW 05■ 4

AX 08,BD 07

BE 10

試掘 排水基幹整備 津島AW 14区 で弥生時代包合
層を確認,協議

小橋法目黒
津島北 AW 14

発掘 法文 排水管集中槽(NP l)埋
設

岡山大学 ③ (津島固大1次調査〉

津島南 試掘 学生 武造館新営 岡山市教育委員会 23

津鳥北 AY 15'16 法経 校舎新営 70

鹿  巴 医 標本保存庫新営 岡山県教育委員会

医病 外来診療棟新営
岡山市教育委員会

2

立会 医 動物実験施設関連排水
管・ガス管埋設

岡山県教育委員会 I

鹿 田 AE～ AN 22

AE 22～ 26

歯 電話ケーブル埋設
岡山市教育委員会
岡山大学坦蔵文化
財調査室

表

附  表

附表 1 1982年度以前の構内主要調査 (1980～ 1982年度 )

※文献 1

2

③

光永真―「岡山大学医学部附属病院動物実験施設新営工事に伴う排水管付設工事に伴う立会調査」「岡山県埋
蔵文化財報告』13 1983 岡山県教育委員会
河本 清「岡山大学医学部附属病院外来診療棟改築に伴う確認調査」F岡 山県埋蔵文化財報告』13 1983 岡
山県教育委員会
番号は附表 3の番号に対応する。

附表 2 1989年度以前の構内主要調査 (1983～ 1989年度)

附表 2-(1)発掘調査

年度 調 査 地 区名 所属 調 査 名 称 期   間 面積 (〆 ) 備 考 文献

鹿 田 AU～ BD28～ 40 医病 外来診療棟新営 727～ ■ 22

8419～ 331
2188 弥生時代中期後半～中・近世集落址

(鹿田1次調査〉
④

BG～ B118～ 21 NMR CT室新営 81～1230 弥生時代後期～中世集落址
伯田2次調査〉
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附  表

年度 調 査 地 区 名 所属 調 査 名 称 期 間 面積(m2) 備 考 文献

津島南 BE14・ 18

BF17・ 181BG14

BH14・ 15

晨 排水管埋設 '8419～ 35 縄文時代晩期～弥生時代前期集落址

〈津島岡大2次調査〉

④

BH13 合併処理槽埋設 1114～ 1122
'8419～ 35 (津 2〉

1984 鹿 田 AU～ BD28～ 40 医病 外来診療棟新営 4 1～ 8 弥生時代中期後半～中・近世集落址
(鹿 1)

②

CN～ CU27・ 28

CT～ CY19～ 27

CX～ DD16～ 25

DD～DG22 23

医短 校舎新営 62～ ■ 29 古代～中世の集落址
(鹿田3次調査)

⑩

津島北 AV00,AW00,01 学生 男子学生寮新営 121～ '87331 古代～近代の水田址
(津島岡大3次調査〉

④

津島南 BF・ BG09 屋内運動場新営 '87119～ 122 弥生時代前期滞,中世1可道検出
(津島岡大4次調査〉

津島北 AV00
AW00・ 0]

男子学生寮新営 41～618
824～ 95

縄文晩期～弥生の集落址
縄文後期～晩期の河道,(津 3)

③

鹿 田 BB～ BH35～ 42 医病 管理棟新営 106～ '8832
'88323～ 331

弥生中期後半～中・近世の集落址
〈鹿田5次調査〉

DD～ DF25
DG～ D127・ 28

医短 校舎周辺の配管 H2～ 1121 古代の河道
〈鹿田4次調査〉

津島北 AY06～ 08

AZ06・ 07

大 自然科学4T究科棟 627～ '89319 1537 縄文後 '晩 の貯蔵穴と河道
弥生～近世の水田址
〈津島岡大5次調査〉

①

AV・ AヽV04・ 05 工 生物応用工学科棟 920～ '89331 縄文後・晩期の貯蔵穴と河道
弥生～近世の滞と水田址
(津島岡大6次調査)

AV・ AヽV05,06 情報工学科校舎 1012～
189331

縄文後・晩期集落址
弥生～近世水田址
(津島岡大7次調査〉

1989 津鳥北 AV・ ÅW04・ 05 工 生物応用工学科棟 41～531 縄文後'晩期の貯蔵穴と河道
弥生～近世の濤と水田址,(津 6〉

⑭

附表 2-(2)試掘調査など

年度 調 査 地 区名 所属 調 査 名 称
掘肖J深反

(m)
捕 考 文献

津島南 BH13 農 合併処理槽予定地 弥生時代前期土器片 (1983年度発掘調査〉 ①

BE～BG14
BE・ BH15
BE18.BF16～ 18

",水

管埋設予定地 2 ( )

排水管中間ポンプ槽予定地

BF22・ 23 農場畜舎新営予定地 2～ 3 土器片出土   造成上06m
(1987年度工事立会)

″  BC・ BD15 事 大学事務局新営予定地 土器片出土    ″ 09m

BB10 学生 保健管理センター新営予定地 濤検出      ク 08m

事 津島宿舎新営予定地 2 土器片出土    ″ 09m
(1987年度工事立会)

辞島北 AW05 工 校舎新営予定地 3 土器片出土    ク 10m



表附

年度 調 査 地 区名 所属 調 査 名 称
掘削深度

(m)
備 考 文献

鹿 田 BU30・ 31 医病 西病棟北狽I受 水槽予定地 中世土器・包含層確認,  ク 05～ 07m
(盛土保存〉

②

CT,CU25
CZ19,20・ 23・ 24

医短 医療短期大学部
校舎新営予定地

27 中世・古代の遺物出土,  ″ 08～ 10m
(1986年度発掘調査〉

津鳥南 DE08 教養 講義椋予定地 遺構 '遺物未確認    ″ 12m
(1986年度工事立会)

⑤

津鳥北 AX02 教育 研究棟予定地 26～ 34 縄文一弥生時代土器出土,造成±12m

AV・ AW99～ 01 学生 男子学生寮新営予定地 2～ 3 縄文～中世の遺構・遺物,  ″ 10m
(1986年度発掘調査)

鹿 田 州331A140
Al.AK26

医病 外来診療棟環境整備工事に先立
つ範囲確認調査

22～ 3 弥生～中世の遺物,     ″ 09～ 14m

津鳥南 BF,BG09 学生 屋内運動場新営予定地 24
12～ 17

弥生前期溝・中世河道検出,造成上1,lm

(1986年度発掘調査〉
⑥

津島北 AY・ AZ07 大 自然科学研究科棟新営予定地 16～ 32 縄文中期末～後期の遺構 '遺物検出
造成上06～ 08m
(1988年 度発掘調査〉

1987 土 生 AP02 事 外国人宿舎建設予定地 22～ 28 近世・弥生・縄文の遺構面確認 ③

津鳥北 AVll 情報処理センター新営予定地 20～ 30 黒色上を標高22m前後で確認,遺構は未検出
造成上2m

AY09 理 身体障害者用エレベーター建設
予定地

30～35 近世・中世の遺物,中世・古代の水田址
造成上約lm
(継続して発掘調査に及ぶ,小規模発掘〉

津鳥南 BD09 教養 25 縄文時代土壊群を確認
縄文・中世。近世土器出土,造成±07m
(継続して発掘調査に及ぶ,小規模発掘〉

1988 津島北 AX04'06,AW04 工 校舎建設予定地 20～ 35 黒色上を標高3m弱で確認
濤状遺構 '水田址検出,縄文～近世土器出土
(1988年度発掘調査)

①

津鳥南 BD18■ 9 農

薬
動物実験飼育施設
及び遺伝子実験施設

黒色土を標高約23mで 確認
溝状遺構・縄文～中世遺物検出
造成上11～ 12m

BC29 事 国際交流会館 近世・中世の遺物出土,造成上約12m
(1988年 度工事立会〉

津島北 AZ17 大 自 合併処理槽設置予定地 中世～明治の水田の畦畔・滞,造成±16～ 2m
(1989年 度工事立会〉

⑭

津島南 BD02 学 学生合宿所予定地 20～32 縄文晩期～弥生前期の畦畔,造成土約lm
(1989年度工事立会)

″  AZ'BA05 教育 身体障害者用エレベーター 縄文時代後～晩期の落込み
縄文時代後期～中世土器片,造成上08m
(小規模発掘,面積385ド〉

津島北 AV・ AW13 図 図書館新営予定地 古代水田,弥生～古代の溝,造成±14～ 16m

附表 2-(3)立会調査

年度 調 査 地 区名 所属 調 査 名 称
掘削深度

(m)
偏 考

文

献

東山 教甫 附属中学校新営 4～ 5 シルト層中 ①

鹿 田 AR・ AS381BC40 医病 外来診療棟及び1日 耳鼻科棟基礎杭
保存状況確認調査

2 5～ 3
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表附

年度 調 査 地 区 名 所属 調 査 名 称
掘肖」深度

(m)
備 考

文

献

津鳥北 AX15 文 中庭水銀燈地下ケープル埋設 造成上中 ①

鹿 田 AY23 医病 1日 中央診療棟坦設給水管修繕 1

ク  AM32 外来診療棟シールド取付に伴うア
ース線埋設

2

DC39～ 42 プール周辺植樹作業 造成上中

″  AO～AW22 外来診療棟蒸気配管埋設 13 弥生後期土器 (分飼形土製品),貝 集積

津鳥南 BC～ BF18 薬 周辺排水用集中槽埋設
水道管理設

25
15

津島北 BA13 事 西F二橋梁改4歩

麗 田 BH17～ 18 医病 混合棟北側ガス管埋設 ユ 造成土中

BG・ BH17・ 18 NMR― CT室新設関係排水施設取付 06～ 15 ②

鹿 田 BD～ B■ 64 医 旧基礎医学棟中庭駐車場整備

津島北 AW・ AXll

AZ・ BA12・ 13

情 通信用管路埋設 07～ 1.4 造成±09～ 12m

鹿 田 AE36 医病 外来診療棟新営関係電柱架設 1.25m

//  BQ33 中診北病棟外来リカバリー室医療
機器用取付

16 ″ 15m

ク  BT21 厨房棟東側埋設ガス管修繕 造成土中

DB29 看護婦宿舎前水道管修繕 中世包含層確認,中世・弥生式上器出土
造成±115m

津鳥南 Bl16 事 非常勤講師宿泊施設新営 ク 1.Om

ク B115 南宿舎合併処理槽取付

B115～ 17 南宿舎合併処理槽関係配水管埋設 10～22 濤・土躾検出須恵器・弥生土器出土
造成±110m

②

鹿 田 BA16～ 22 医病 外来診療棟関係ガス管引込み工事 12～ 14 ほとんど造成土

″  AW～ B123

BH.B124

屋外排水管理設 13～ 17 造成±07～ 13m
中世・弥生の遺構,遺物確認

⑤

//  CR69 看護学校構内水道メーター取設 l.0 造成土中

″  AK～ AM43～ 46

AO～ AT42他
医 基幹環境整備給排水その他工事 10 造成±08m,近世土器溜り検出

AU～ AW40
BA40～ 42

医病 基幹環境緑化工事,外来診療棟西 11 ク ,中世2含層確認

AG34～ 36

AL～ AN34～ 39

AU～ AS39

外来診療棟北

BA22他 基幹環境整備給排水その他工事 115 造成±1,Om

津島北 AV06'07 工 三次元棟新設および排水管埋設 15～ 17 ″ 10～ 15m,上器細片出土

麗 田 CS'CT19～ 24

CM～ CU12.13

CR14,CU'CM「 15

CヽV・ CZ161CH33

医短 樹木移植 08～ 15 1,Om ⑥
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年度 調 査 地 区名 所属 調 査 名 称
掘削深度

(m)
備 考

文

献

ク  BI～ BN45 医 排水・汚水管改修 08～13 ″ 08m ⑥

津島南 BE08・ 09 教養 校舎新営 13m,中 ・近世土器・海検出

鹿 田 BV101CY29

DD29,CK27
CL～CW26～ 29

医短 ク 設備 05～ 12 08～ 09m

津島北 AU04・ 16・ 17

AV15
文 樹木移植 10～ 16 造成上内

AV16・ 17 グランド改修 造成上15m

津鳥南 BG08 学生 ドボールコー ト新設 02～ 20 ″ 08m,黒 色土確認

津鳥北 AX16 文 動物実験室新営 造成上内

鹿 田 CL～ CR12
CR～ CX13
CX～DA14

医短 護岸及び囲障工事 造成±08～ 10m,中世包含層

津鳥南 BF07・ 08 教養 校舎新営に伴う電気配管 18 造成±09m,中世包含層

1987 鹿 田 BC37 医病 管理棟新営に伴う基礎杭確認 弥生時代包含層・遺構確認 ③

津島北 AY09 理 身体障害者用エレベーター設置
伴う汚水管移設

12
-部16

造成上lm前後

津 島 AQ02・ 03 事 土生宿舎屋外排水管改修 07 06m

津鳥北 AW01 学生 馬場東給水管修理 ク 096m,谷部分

鹿 田 CW14～ 17 医短 校舎新営 配管 13 116m,中世水田層

DC～ DE23 19 1 lm, 攪乱内

CW16 樹木移植 12

DF24
DG24～ 26

16
30

″  ク ,中世層確認
″  ク ,攪乱内

DD～DF24
DF23・ 24

138
18 中世層確認

津鳥南 BF22.23 題
辰 農場施設新営その他工事 18 125m

BG22 合併処理槽 12m,自 然流路内

ク   BE17～ 21 電気 07～15

BE22 給排水 13m

鹿 団 BA17～ 2] 医病 旧混合病棟北駐輪場基礎 造成土内,弥生土器出土

CM・ CN30～ 43

CC～ CN45～ 47

道路排水整備 0 7～ 1 l ク ,深度1 lm地点のみ造成上65cll

CH・ C156.57 医 動物実験施設焼却炉桝部掘削 1 0～ 1 2 造成±08m

配管 03～ 10

CM13～ 26

CN～CQ14
CP～ C114

CO～ CR26・ 27

医病 脳代謝棟北給水管改修 08～ 09

1988 津島北 AYll,AZll 情 情報処理センター通信線付設 12 造成上08～ 085m ⑪
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年度 調 査 地 区 名 所属 調 査 名 称
掘削深度

(m)
備 考

文

献

鹿 田 AE41,AJ'A043
AV40

医病 管理棟新営に伴う電柱架設 16 造成±06m～ 14m ①

津島北 AZ06 大 大学院新営に伴う電柱架設 造成上08m

津島南 BF'BG10・ 11 教養 テニスコート夜問照明施設 22
14～ 15

黒土色を表土下約 2mで確認
西に向かう落ちが推定される

造成±15m

BC26 事 国際交流会館 本体部分 10
24～29

15m

BB25・ 26 電柱架設 17年 19 lm,以 下は灰色粘土

BB26 国際交流会館 合併処理槽 造成±13m

鹿 田 AY47 医 玄関付近外灯設置 10～ 13 造成上内

津島北 AU09・ 10 工 機械工学科・精密応用科学科
実験棟電気改修

14～ 16 造成±14m

津島北 AZ09,BA・ BB09 大自 自然科学研究科棟新営 電柱架設 18～ 22 造成上約10m ⑭

AZ08 工事用道路 弥生後期水田,近世濤検出

AU04,05 工 生物応用工学棟新営 電柱架設 15～ 1,9 07～12m

ケ  AV06 情報工学科棟地下部分掘削 標高-05mま で掘削,遺物無

津島南 BC02 市道拡幅補償工事 学生合宿所新営 造成±12m

″  AY17 大自 合併処理槽 地質調査 造成± 2.Om

本体部分掘削 (1989年度試掘調査済)

少   BD05 学生 体育附属施設新営 攪乱内

津島北 AX'AY14,BA16 文 樹木移植

鹿 田 C026・ 27 医病 1日 管理棟解体に伴う配線移設 0 4～ 1 8 ～近代水田層内

鹿 田 CE31～ 43

CH34～ 37

CM31～ 44

十日管理棟跡地環境整備 樹木移植 08～ 10 造成上内

″  CE30・ 37・ 44

Cl,CK45

CL28・ 29

CM35'42

ク      外灯基礎掘削 12～ 15

14

造成±07～10m
中世層確認

攪乱内

※ 発掘・試掘調査については全てを,立会調査については主要なもののみを対象としている。
文献番号は附表3・ 4に対応する。
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表

附表 3 埋蔵文化財調査室刊行物

番号 名 称 発行年月日

① 岡山大学構内遺跡調査研究年報 1 1983年 度 1985年 2月 28日

② 岡山大学構内遺跡調査研究年報 2 1984年 度 1985年 3月 30日

③ 岡山大学津島地区小橋法目黒遺跡 (AW14区)の発掘調査
岡山大学構内遺跡発掘調査報告 第 1集

1985年 5月 7日

① 岡山大学津島地区遺跡群の調査
岡山大学構内遺跡発掘調査報告

(農学部構内BH13区他 )

第 2冊
1986年 3月 31日

⑤ 岡山大学構内遺跡調査研究年報 3 1985年 度 1987年 3月 31日

⑥ 岡山大学構内遺跡調査研究年報 4 1986年度 1987年 10月 31日

附表 4 埋蔵文化財調査研究センター刊行物

番号 名 称 発行年月 日

⑦ 鹿田遺跡 I
岡山大学構内遺跡発掘調査報告 第 3冊

1988年 3月 31日

③ 岡山大学構内遺跡調査研究年報 5 1987年 度 1988年 10月 31日

③ 岡山大学埋蔵文化財調査研究センター報 第 1号 1988年 10月

⑩ 鹿田遺跡 Ⅲ
岡山大学構内遣跡発掘調査報告 第 4冊

1990年 3月 31日

① 岡山大学構内遺跡調査研究年報 6 1988年 度 1989年 10月 14日

⑫ 岡山大学埋蔵文化財調査研究センター報 第 2号 1989年 8月

⑬ 第 3号 19904F2)日

⑭ 岡山大学構内遺跡調査研究年報 7 1989年 度 1990年 11月 20日

⑮ 岡山大学埋蔵文化財調査研究センター報 第 4号 19904F7'日

⑩ 第 5号 199辛隼 3月
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岡山大学構内埋蔵文化財保護対策要項

岡山大学構内埋蔵文化財保護対策要項

1 岡山大学埋蔵文化財調査研究センター規定

(設 置 )

第 1条 岡山大学 (以 下「本学」という。)

いう。)を置 く。

(目  的 )

に岡山大学埋蔵文化財調査研究センター (以下「センターと

第 2条 センターは,本学の敷地内の埋蔵文化財について,次の各号に掲げる業務を行い, もって埋蔵文

化財の保護をはかることを目的とする。

一 埋蔵文化財の発掘調査に関すること。

二 発掘された埋蔵文化財の整理及び保存に関すること。

三 埋蔵文化財の発掘調査報告書の作成に関すること。

四 その他埋蔵文化財の保護に関する重要な事項

(セ ンター長 )

第 3条 センターにはセンター長を置く。

2 センター長は,専門的知識を有する本学の教授の中から学長が命ずる。

3 センター長は,セ ンターに関する業務を掌理する。

4 センター長の任期は, 2年 とし,再任を妨げない。

(調査研究室 )

第 4条 センターにセンターの業務を処理するため調査研究室を置く。

2 調査研究室に室長,調査研究員及びその他必要な職員を置く。

3 室長は,専門的知識を有する本学の教官の内から学長が命ずる。

4 室長は,セ ンター長の命を受け,セ ンターの業務をた理する。

5 室長の任期は, 2年 とし,再任を妨げない。

6 調査研究員及びその他の職員は,上司の命を受け,セ ンターの業務に従事する。

(調査研究専門委員)

第 5条 センターに,セ ンターの業務のうち特に専門的な事項についての調査研究の推進を図るため,調

査研究専門委員 (以下「専門委員」という。)を 置く。

2 専門委員は,本学の教官の内から学長が命ずる。

3 専門委員の任期は, 2年 とし,再任を妨げない。

(管理委員会 )

第 6条 本学に,セ ンターの管理運営の基本方針を審議するため,岡山大学埋蔵文化財調査研究センター

管理委員会 (以下「管理委員会」という。)を置く。

2 管理委員会に関する規定は,別 に定める。

(運営委員会 )

第 7条 センターに,セ ンターの運営に関する具体的な事項を審議するため,岡山大学埋蔵文化財調査研

究センター運営委員会 (以下「運営委員会」という。)を 置く。

2 運営委員会に関する規定は,別 に定める。

(事 務 )

第 8条 センターの事務は,施設部企画課において処理する。

(雑 則 )

第 9条 この規定に定めるもののほか,セ ンターに関し必要な事項は,学長が別に定める。

附 則

1 この規定は,昭和62年■月26日 から施行する。

2 この規定施行後最初に任命されるセンター長,室長及び専門委員の任期は,第 3条第 4項 ,第 4条第

5項及び第 5条第 3頂の規定にかかわらず,昭和64年 3月 31日 までとする。
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○設定理由

岡山大学の敷地内の埋蔵文化財の発掘調査などの業務を行い, もって埋蔵文化財の保護を図るため,学

内施設として,新たに岡山大学埋蔵文化財調査研究センターを設置すること及びその組織等必要な事項に

ついて定めるため。

2 岡山大学埋蔵文化財調査研究センター管理委員会規定

(趣 旨)

第 1条  この規定は,岡山大学埋蔵文化財調査研究センター規定 (昭和62年岡山大学規定第48号)第 6条

第 2項 の規定に基づき,岡山大学埋蔵文化財調査研究センター管理委員会 (以下「管理委員会」という。

)に関し,必要な事項を定めるものとする。

(審議事項 )

第 2条 管理委員会は,岡 山大学埋蔵文化財調査研究センターの管理運営の基本方針その他重要な事項を

審議する。

(組 織 )

第 3条 管理委員会は,次の各号に掲げる委員で組織する。

一 学長

二 各学部及び教養部長

三 自然科学研究科長

四 資源生物研究所長

五 附属図書館長

六 各附属病院長

七 地球内部研究センター長

入 学生部長

九 医療技術短期大学部主事

十 事務局長

十一埋蔵文化財調査研究センター長

(委員長 )

第 4条 管理委員会に委員長を置き,学長をもって充てる。

2 委員長は,管理委員会を召集し,その議長となる。

3 委員長に事故があるときは,委員長があらかじめ指名する委員がその職務を代理する。

(委員以外の者の出席 )

第 5条 委員長が必要と認めたときは,委員以外の者の出席を求め,その意見を聞くことができる。

(幹 事)

第 6条 管理委員会に幹事を置き,庶務部長,経理部長及び施設部長をもって充てる。

(庶 務 )

第 7条 管理委員会の庶務は,施設部企画課において処理する。

附 則

この規定は,昭和62年 11月 26日 から施行する。

○設定理由

岡山大学埋蔵文化財調査研究センターの管理運営の基本方針等を審議するためにおく岡山大学埋蔵文化

財調査研究センター管理委員会に関し,必要な事項を定めるため。

3 岡山大学埋蔵文化財調査研究センター運営委員会規定

(趣 旨)

第 1条  この規定は,岡 山大学埋蔵文化財調査研究センター規定 (昭和62年岡山大学規定第48号)第 7条

第 2項 に基づき,岡 山大学埋蔵文化財調査研究センター運営委員会 (以下「運営委員会」という。)に

関 し,必要な事項を定めるものとする。

(審議事項 )

第 2条 運営委員会は,岡 山大学埋蔵文化財調査研究センター (以下「センター」という。)の運営に関
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する具体的な事項を審議する。

(組 織 )

第 3条 運営委員会は,次の号に掲げる委員で組織する。

一 埋蔵文化財調査研究センター長 (以下「センター長」という。)

三 本学の教授のうちから学長が命じた者若干名

三 センターの調査研究専門委員から学長が命じた者 1人

四 センターの調査研究室長

五 施設部長

2 前項第 2号の任期は, 1年 とし,再任を妨げない。

(委員長 )

第 4条 運営委員会に委員長を置き,セ ンター長をもって充てる。

2 委員長は,運営委員会を召集し,その議長となる。

3 委員長に事故があるときは,委員長があらかじめ指名する委員がその職務を代理する。

(委員以外の者の出席 )

第 5条 委員長が必要と認めたときは,委員以外の者の出席を求め,その意見を聞くことができる。

(庶 務 )

第 6条 運営委員会の庶務は,施設部企画課においてた理する。

附 則

1 この規定は,昭和62年 11月 26日 から施行する。

2 この規定施行後最初に任命される第 3条第 1項第 2号 の委員の任期は,同条第 2項の規定にかかわら

ず,昭和64年 3月 31日 までとする。

○設定理由

岡山大学埋蔵文化財調査研究センターの運営に関する具体的な事項を審議するためにおく岡山大学埋蔵

文化財調査研究センター運営委員会に関し,必要な事項を定めるため。
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センター組織一覧

1990年度埋蔵文化財調査研究センター組織

1 センター組織一覧

<学 長> 高橋 克明

<埋蔵文化財調査研究センター長>……。
(併・教育学部教授) 高重 進

<調査研究専門委員>

小田嶋梧郎 (歯学部教授 )

千葉 喬三 (農学部教授 )

2 管理委員会

委 員

<調査研究室長>…… (併・文学部助教授)新納 泉

|

<調 査 研 究 員>…… (専・文学部助手)絹 川 一徳 (7月 31日 まで)

土井 基司 ,山本 悦世

若林  卓 (7月 31日 まで)

松本 武彦 (11月 1日 から)

<室 内作 業 員>………………………………恩藤 富子,片山 純子

萩野 早苗,大橋かおり

学  長

文学部長

教育学部長

法学部長

経済学部長

理学部長

医学部長

高橋 克明

好並 隆司

松浦 政義

藤井 俊雄

橋本 博之

高成  勲

小坂三度見

教養部長

自然科学研究科長

資源生物研究所長

附属図書館長

医学部附属病院長

歯学部附属病院長

地球内部研究センター長
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1990年度埋蔵文化財調査研究センター組織

歯学部長

薬学部長

工学部長

農学部長

幹 事

庶務部長

施設部長

足立  明

日坂 賢二

河野伊一郎

中本ヤ冷之輔

石川 秀夫

渋谷 政利

学生部長

医療技術短期大学部主事

事務局長

埋蔵文化財調査研究センター長

経理部長

坂田 錐

喜多嶋康一

馬上 員平

高重  進

大久保輝男

審議事項

1990年 6月 27日

3 運営委員会

委 員

教育学部教授 高重

文学部教授  稲田

工学部教授  本田

医学部教授  中山

進 (セ ンター長)

孝司 (9月 1日 から)

和男 (管理委員会委員)

沃

1989年度埋蔵文化財調査研究センター決算について

埋蔵文化財調査研究センター運営委員会委員について

1989年度事業について

埋蔵文化財調査研究センター倉庫増築について

1990年度埋蔵文化財調査研究センター予算について

1990年度事業計画について

教養部教授 定兼 範明

歯学部教授 小田嶋梧郎 (調査研究専門委員)

文学部助教授 新納  泉 (調査研究室長)

施設部長   渋谷 政利

審議事項

1990年 6月 11日

1990年 8月 22日

1989年度埋蔵文化財調査研究センター決算について

1990年度埋蔵文化財調査研究センター予算について

調査研究員の退職等について

調査研究員の新規採用について

運営委員の新規任命について

展示会 (案)に ついて

1990年度活動報告

1991年度事業計画 (案)について

1991年 2月 7日
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岡大構内遺跡出上の自然遺物について

附 編

岡大構内遺跡出土の自然遺物について

―井戸出土の種子 を中心 に一

山 本 悦 世

(1) はじめに

1983年に岡山大学埋蔵文化財調査研究センターの前身である埋蔵文化財調査室が設置されて

以来,発掘調査によって多くの遺構・遺物が出土している。それらは,随時,発掘調査報告書

として報告されてきている。しかし,報告書の中心となるのは検出遺構,あ るいは土器・石器

表 1 種子一覧表

1:雑草メロン・マクワウリ 2:ザ クロ草・イヌピユ・シツ科・カラムシ・タカサブロウ 3:マ クワウリ

4:オナモミ 5:マクワウリ・キカラスウリ 6!コ ギシギシ

番

号

種 類
調査地点

遺構香号

(発掘時)

時 期
モ モ ウ リ ヒョウタン トチ クルミ カ シ センダン|コ メ ム ギ その他

１

２

３

４

５

６

７

８

９

１０

■

１２

○

○

○

○

○

○

○

　

○

○

○

１
０
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
３
０
　
３
０

○

○

○

○

○

○

○

　

　

　

　

○

○ O

雑草・貝

イヌガヤ

貝

雑草

鹿田 1次

鹿田1次

鹿田 2次

鹿田1次

鹿田1次

鹿田1次

鹿田 1次

鹿田1次

鹿田1次

鹿田1次

鹿田1次

鹿田 1次

井戸 1

井戸 2

井戸 1

井戸 6

井戸 7

井戸 8

井戸10

井戸12

井戸13

井戸14

井戸15

井戸17

弥生中期後半

弥生後期前半

弥生後期前半

弥生後期後半

弥生後期後半

弥生後期後半

弥生後期後半

弥生後期末

古墳初頭

古墳初頭

古墳初頭

古墳初頭

○

○

○

３
０ ○

○

○ ○

○

貝

　

　

貝

鹿田 1次

鹿田 2次

鹿田 5次

井戸20

井戸 4

井戸(3)

平安 (9c)

平安 (9c)

平安

○

　

○

○

　

　

　

○

○

０
　
　
　
　
５
０
　
　
　
３
０
５
０

０ ○

○

○

○

O

○

○

○

O

○ 一呈

骨

草

　

草
　
　
　
　
　
草

骨

貝

獣

雑

６
雑

　

　

　

　

雑

獣

鹿田 1次

鹿田1次

鹿田 1次

鹿田1次

鹿田 3次

鹿田 1次

鹿田 1次

鹿田 2次

鹿田2次

鹿田 5次

鹿田 5次

鹿田 5次

井戸21

井戸22

井戸23

井戸26

井戸 2

井戸28

井戸30

井戸 5

井戸 6

井戸0
井戸②

井戸(4)

平安末 (1lc後半)

平安末 (12c初頭)

平安末 (12c)

平安末 (12c)

平安末 (12c)

鎌倉 (13c前半)

鎌倉 (13c前半)

鎌倉 (13c前半)

鎌倉 (13c後半)

平安末

鎌倉

鎌倉

Ｏ

Ｏ

Ｏ

○ 獣 骨

鹿田 4次

津島 6次

津島 2次

濤 2

濤

濤18

平安 (9c)

平安

近世
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附

などの遺物であり,自 然遺物の多 くは,本文中に記載される程度で総括的に取 り上げて報告 し

てきたとは言い難い。ここでは,岡大構内遺跡で出土 している種子・骨・貝などの自然遺物の

中で,分析に耐えうる数の出土例があり,一定の検出レベルが保証されているものについて
,

現在,種日の同定が終了 しているものを基礎に,時期的変遷を考えながら出土状況を検討 し
,

いくつかの問題点・意義を考えてみたい。具体的には,種子では雑草類を除 く大型の種子に限

定 し,そ のほかには獣骨を対象 とする。貝については資料数が少ないため,データを挙げるに

とどめる。木製品についても,樹種の問題をとりあげて,近年中に総括的報告が為される予定

であなため,略すこととする。また,自 然遺物が出土する遺構 として,井戸・濤 。河道 。土器

溜 り。貯蔵穴が挙げられるが,土器溜 りについてはその例が構内遺跡で少ないこと,貯蔵穴出

土の種子については,残念ながら,現在,同定が進行中のため完全な形で報告できないことか

ら,井戸・濤・河道に限定する。取 り上げる時期は,構内遺跡で確認されている弥生時代～古

墳時代初頭・平安時代・平安末～鎌倉時代の四時期である, ここでは便宜的に各々をI～Ⅳ期

として扱うこととする。また,種類の同定が終了 した構内出土の種子・獣骨・貝の一覧を表 1

～ 3に挙げておく。

表 3 貝一覧表

表 2 獣骨一覧表

番号
種 類

調 査 地 点
遺 構 番 号

(発掘時番号)

期
ウ マ ウ シ シ カ イノシ イ ヌ マダイ

○

○

○

　

　

　

○

○

○

○

○

○ ○

鹿田 1次調査

鹿田 3次調査

鹿田 4次詞査

鹿田 5次調査

鹿田 5次調査

津島 3次調査

津島 6次調査

井戸22

河道

1可道

井戸(2)

井戸(7)

包含層

1可道

平安末 (12c初頭)

平安 (9c)

平安やc)

鎌倉

平安末

縄文

平安

番号 類種 調 査 地 点 遺構番号 (発掘時番号) 期時

ヤマ トシジミ・ハイガイ・ヘナタリ

ヤマ トシジミ・ハイガイ・ヘナタリ・マガキ
/゙・デミ

ヤマ トシジミ・ハイガイ

シジ ミ

ヤマ トシジミ・ハイガイ・ヘナタリ・ハマグリ

ムラサキガイ・ゴマノフタ・サザエ・オオタニシ

ヤマ トシジミ

シジミ・ハイガイ

シジミ

鹿田1983年度立会

鹿田 1次調査

鹿田 1次調査

鹿田 2次調査

鹿田 1次調査

鹿田 1次調査

鹿田 1次調査

鹿田4次調査

鹿田 5次調査

員塚

土器溜 り2

井戸 1

井戸 3

井戸12

井戸20

井戸21

河道

井戸(3)

弥生後期初頭

弥生後期末

弥生中期後半

弥生後期後半

弥生後期末

平安 (9c)

平安末 (1lc後半)

平安 Oc)

平安
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(2) 各時期の概要

a.I期 (表 4)

本時期には獣骨の出土は見られないため,こ こでは井戸出土の種子について検討を行 うこと

としたい。

出土する種子の種類 としては,モ モ・ウリ・ヒョウタンに加えクルミや トチといった堅果類

が挙げられる。出土する遺構 としては井戸に集中しており,現在までのところ,他の遺構から

の例は認められていない。井戸は,鹿田遺跡に集中する。これは,津島地区が弥生時代以降水

田として利用されていたのに対 して,鹿田地区は集落を形成 していたためである。 1～ 6次の

調査によって合計49基の井戸を検出している。本時期に属するものは,そ の内の22基で,種子

が出土する井戸は11基,全体の50%を 占める。では, こうした種子は何を表 しているのであろ

うか。

井戸から出土する遺物を考える上で問題 となるのは,井戸の最終的な廃棄方法である。つま

り,た だ単に使用済みのものとして放置 して自然埋没 したものか,何の行為もなく埋め戻され

たものか,あ るいは何等かの行為を行いながら人為的に埋められたものか, という点である。

前の二者であれば,出土遺物は偶然性の高いものとなってしまう。 しかし,何等かの行為,つ

まり,井戸を埋めるに当たって為すべき非 日常的行為 (以下,便宜的に祭祀的行為 と称する)

が存在するとするならば,出土遺物は必然性の高いものとなり,そ れらの動向は注目に値する。

このように出土遺物の意味を考える上では,そ うした行為の有無を決めることが不可欠であり,

出土種子についても,考える前提 として, この点を詰めておく必要がある。本論とはやや離れ

るかも知れないが,井戸廃棄時の祭祀的行為についてここで簡単に検討を加えたい。  、

井戸における祭祀的行為を復元することは非常に難 しい問題ではあるが, ここでは,注 目す

る要素 として遺物の出土状況と埋上の状況を取 り上げ,そ れぞれについて特異な項 目を選び出

して検討することによって,そ うした行為の有無を決定 し,そ の上で種子 との関係を考えるこ

ととする。

まず,遺物の出土状況については次の 2項 目が挙げられる。 1点 は遺物が不自然な状態でお

かれていることである。つまり,完形あるいは完形に近い状態の土器が,流入土 とは考えられ

ない中層～底のある位置にまとまって出土 し,本来は故意におかれたと判断される場合である。

2点 は特殊な器種がある一定条件のもとに入れられていると判断されることをあげたい。具体

的には,非 日常的な要素の強いミニチェア土器あるいはそれに類する土器が,完形あるいは完

形に近い状態で井戸の底から出土する例に限定 している。他の例,つ まり,特殊な形状の壺や

手焙 り形土器などの出土例 も認められる (1次調査井戸17)が ,一定の条件での斉一性が認め

られないことからここでは除外 した。埋土については次の 4項 目を設定 した。 1点 は純粋な
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炭・灰層が l cm以上認められることあるいは多量の炭化物を包含する層が認められること, 2

点は焼土が多量に堆積すること, 3点 は井戸下半に植物質を含む厚い有機物層が明瞭に認めら

れること, 4点 は赤色顔料を包含することである。これら6項 目についてその有無を取 り上げ,

6項 目中半数の 3項 目が認められるものに関しては祭祀的要素を強 くもつ井戸 と考えることと

した。

以上の前提で各井戸を検討 し,種子 との関係を示 したのが表 4で ある。祭祀的要素の強い井

戸として12基が抽出できる。全体 (22基 )に 占める割合は55%で ある。また,種子が出土する

井戸11基のうち 9基がこの中に含まれ,祭祀的要素の強い井戸の75%を 占める。前述 したよう

に全体の井戸の中に占める割合が50%で あるのに比べて高い数値 となる。種子を含んでいて 3

項目以上に達 しない井戸は 2基 (1次調査の井戸 2と 井戸 9)が確認されている。井戸 2は 井

戸枠を有 し,底部に完形に近い高杯が入っている。周辺には僅かに炭化物が認められた。井戸

9は やはり底部に完形の奏・小形鉢が認められている。いずれも埋土に特異性が認められず ,

項目的には要素が低 くなっているが,土器の出土状況から何等かの行為が存在 したことを想定

することもできる。そして,全 く何 も要素が認められない井戸では種子は検出されていないの

である。以上のことから,祭祀的要素の強い井戸と種子が密接な関係を有 していた,つ まり,

種子が祭祀的行為の中で重要な一要素となっていた可能性は高いと考えられる。

では,種子の中での各々の種類はどのような状況で出土 しているのであろうか。まず,出土

している種類は,前述 したようにモモ・ウリ。ヒョウタン・堅果類である。それぞれの出土件

数を数えると,モ モが10基の井戸から,以下,ウ リ3基, ヒョウタン2基,堅果類 5基である。

祭祀性の高い井戸12基 の中での割合ではモモ 8基 (67%),ウ リ3基 (25%), ヒョウタン2基

(16%),堅呆類 4基 (33%)と なる。モモの出土率が 7割近い値 を示 し他 と比べて突出して

いる点は注目に値する。また,種子を出土する井戸でモモが含まれないものは 1基のみで,出

土種子は堅果類の果皮に限定されている。 1例 だけのため,取 り上げるには問題があるかも知

れないが,モ モなどの収穫時期が夏,そ して,堅果類の果皮に限定されることを考えると, こ

の井戸の廃棄時期が秋から冬にかけてであったため,モ モが入らなかった可能性が想定される。

このように,モ モ・ウリ・ヒョウタン・堅果類 といった種子は祭祀的行為に結びつく可能性

が高いが,そ の中でも特にモモはその中心を為 しており,重要な要素として考えられていたこ

とが窺われる。そして,井戸の廃棄時期についても,渇水期にあたる夏期がその中心となって

いたことも種子の出土状況から言えるのではないだろうか。
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表 4 I期 (弥生～古墳初頭)の井戸

時 期 調査地点
遺構番号

(発掘時)

子種
貝

主 要 項 目
合計

モ モ その他 ① ② ③ ④ ⑤ ⑥

中期後半

後期前半

1次調査

ク

ク

2次調査

1

3

1

0

6

ウリ,雑草

ヒョウタン

トチ,ク ル ミ

イヌガヤ

×

クル ミ

○ △ ◎ ◎ ◎ ◎

○ × △ × × ×

◎ × ◎ ◎ ○ ×

◎ × ◎ ○ ○ ×

4

4

1.5

後期後半 1次調査

2次調査

ク

1次調査

ク

ク

ク

ク

ク

ク

ク

4

2

3

5

6

7

8

9

10

11

12

13

0

0

0

0

6

4

0

1

2

0

0

12

×

×

×

×

×

×

×

×

X

×

トチ ,ク ル ミ

ウ リ, クル ミ

カ シ

○

○

◎ × ◎ ◎ × ×

○ × × × O X
× × × × ○ ×

X× × × X×
◎ ○ ◎ ○ ◎ ×

◎ ○ ◎ ◎ × ×

○ × × X × ×

○ × × ○ × ×

○ × ◎ ○ ◎ ◎

× × △ × × ×

◎ × ○ × ○ △

○ × ◎ ◎ ○ ○

0.5

3.5

5

３

２

１

０

５

４

１

２

３

古墳初頭 ク

//

ク

ク

ク

ク

5次調査

14

15

16

17

18

19

(8)

1

6

0

0

0

0

ヒ ョウタンり
　
　
草

×

ウ

×

雑

×

○

○

◎ × ◎ ○ ◎ ×

◎ × ◎ ○ ○ ×

XO◎ × × ×

◎ × ◎ × ◎ ×

○ × ◎ × × ×

〈破壊で不明〉

○ × × × × ×

4

4

2

3

2

① :完形あるいは完形に近い遺物が不自然な状態で置かれていること

② :ミ ニチェア土器あるいはそれに類する土器が底部に置かれていること

③ :炭・灰層あるいは多量の炭を包含する層の存在

④ :焼土を多量に包合する層の存在

⑤ :植物質を中心とした有機物を多量に包含する層の存在

⑥ :赤色顔料の存在

◎ :非常に顕著

○ :認められる,①では点数が少ないが完形の場合を示す。
△ :類する状況
× :認められない

モモについては出土数を示す。

合計ポイントは◎○を1点 ,ぃ
△を05点で計算している。
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b.Ⅱ期

本時期は,種子・獣骨について井戸 と滞・河道でのあり方を検討する。

① 井戸 (表 5)

検出井戸の総数 4基の内で種子を出土 した井戸は 3基である。 I期 と同様にして,祭祀的要

素の存在を探るため,諸要素を挙げたのが表 5で ある。まず,埋土の状況からは,炭化物層が

少 し認められる程度で,際だった要素を抽出することはできないが,遺物面では種子を出土 し

た井戸 3基については,表でもわかるように,非常に共通性の高い状況が認められる。つまり,

いずれも大形の井筒を持ち,井戸の底から斎串・櫛・尖 り棒・刀子 。曲物といった木製品 。鉄

製品が組合わさって出土するのである。 I次調査地点の井戸20出土の刀子は木製であり,明 ら

かに祭祀具である。また,斎串についても呪符的な要素が認められるなど,い わゆる祭祀具 と

見なすことのできる遺物が集中的に出土 している。こうした中で,種子の出土状況をみてみる

と,モモが 3基 (祭祀的要素の強い井戸に占める割合 :100%)の井戸から出土 し,以下セン

ダン2基 (同 :約67%), ヒョウタン2基 (同 :約 67%), ドングリ・マクワウリが各 1基 (同

i33%)である。センダンが新たに出現 しているが,全体的な傾向は I期 と同じで,モ モが祭

祀的要素と深 く結び付 き,他にウリ・ヒョウタンが続 くという状況は変化 していない。このよ

うに,本時期には,井戸廃棄時の祭祀的行為において,種子については従来通 リモモが密接に

関わっていると考えられるが, I期 と異なる点として,斎串・櫛・刀子・曲物などのいわゆる

祭祀具が重要視 されてきていることが挙げられる。

② 溝・河道

獣骨・種子を出土するのは, Ⅲ期の段階の鹿田地区と津島地区の遺構である。

鹿田地区では3'4次調査において,河道から種子・獣骨が出土 している。種子 としてはモ

モが 1点,そ して,獣骨としてはウマ・シカ 。イヌが認められている。少 し詳細に出土地点の

状況を説明すると, この河道では,カ ヤ 。モミ属・アカマツの柱 6本が確認され,橋脚遺構の

存在が想定されている。それに加えて,護岸あるいは堰の機能を有すると考えられる多数の杭

群も検出された。調査面積は狭 くそうした重要な構造物が集中した地点であった。ここから出

表5 Ⅱ期 (平安)の井戸

調査地点
遺構番号

(発掘時)

種 子
貝

木製品など (点数) 内

物

土

化

埋

炭
備  考

モ モ そ の 他 斎串 櫛  尖棒 刀子 曲物

1次調査

2次調査

5次調査

２０
　

４
い

い

‐０

　

８

２

０

ヒョウタン,セ ンダン

ウリ,ク ル ミ,カ シ

ヒョウタン,セ ンダン

○
　
　
×

3  1  1(完形)

6(底,破片)

1     1    0

1  2(底 ,破片)

○

　

○

半
オ
　
　
　
　
ク
　
　
ク
　
か
阪

筒

壊
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土 したのは馬の顎骨及び歯の部分である。取 り上げ後接合が進み, 1頭分が復元された。出土

した獣骨が頭部に限定されていることは注目される。シカ・イヌが出土 した地点は,同一の河

道内ではあるが, この杭群からは離れた地点で,構造物などは認められない。

津島地区では,津島岡大 6次調査において,条里の坪境に当たると考えられる位置に東西方

向の大濤が検出され,そ の中から種子・獣骨が出土 した。種子はモモ・センダン,そ して,獣

骨はウマの歯である。出土地点の状況は鹿田と似た状況で,水利調節用の杭群が広範囲に検出

されている。

このように,河道あるいは滞のなかでその機能上重要な地点において,モ モやウマに関連 し

たものが出土する傾向が窺える。 1。 Ⅱ期の井戸でモモの出土例が多いことと共通する点は重

要である。

C.皿期 (表 6)

鹿田地区ではこの時期に属する井戸で底部まで確認できたものは23基である。その中で,種

子を出土するものは10基,全体の43%を 占める。数値だけをみると, I期 の井戸総数22基に対

して種子出土井戸11基の割合と大差は認められず,井戸 と種子の関係に変化は無いように思え

る。 しかし,詳細に検討すると,そ の様相にはかなりの隔たりが生じている。それを明確にす

るためには,や はり,井戸の埋没状況を明確にする必要がある。いくつかの要素に注目してま

とめたものが表 6で ある。

これを概観すると,埋土については I期 と同様に炭化物層の存在が比較的多 く認められる。

そのほかではあまり特徴的あるいは共通性の高い土層関係は認められない。一方,遺物のあり

方では,器種的な偏 りをみると,曲物・椀 。小皿の出土例の多さが目を引 く。ここで数多 く出

土する曲物は径15～ 20cm,高 さ15cm前後の小形の完形品あるいは底板の可能性が高いものであ

る。いずれも井戸の底部あるいは底に近い位置から出土する。23基中10基,全体の43%を 占め

る。木器出土井戸の中では15基中10基 となり約67%と 高い数値 を示す。次に多い箸が 5基で

33%程度であり,木器の中での偏 りは明瞭である。 しかし,出土数が多いことだけでそれが祭

祀的行為に結び付 くとは言い難い面も残っている。つまり,曲物が井戸利用に関わる機能を持

つ場合は当然使用時の偶然性が高 くなることは考慮する必要があろう。この点についてはもう

少 し検討を加える必要があるとは思うが, ここでは曲物の形状から釣瓶的機能を想定するには

紐掛け部分が無いことや出土する底板は全体の1/3～ 1/2程度の破片であることが多 く,接合す

るものはほとんど無いことなどから,使用時の破損 とは考え難い点を重視 し,何等かの意味を

もって入れられた可能性を考えたい。

土器については,井戸全体から出土するわけではなく,出上位置は大きく上層 。中層・下層

～底部の3ヶ 所に分げられる。その中で,最 も必然的行為と結び付く可能性が高く,検出例の
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多い下層～底部で出土するものに注目してみよう。下層～底部と言うように幅があるのは井戸

の埋没時の底面がどこにあるかによって底面 レベルの移動が考えられるからである。底面が上

昇する条件は様々であり,そ れらを区別することは困難であることから,井戸下半において最

初に完形に近い土器が置かれた状態のものはこの範囲に入ると考えている。器種的に最も多い

ものは椀で,井戸底部まで確認 した20基中11基において認められている。全体の55%に のぼる。

小皿については 5基,25%で ある。古い段階では小皿が比較的多いが12世紀には椀が中心 とな

る。このようにある器種がある位置に集中する現象はやはり意識的なものと見なすことができ

る。今回の目的とややずれるためこれ以上の検討は略すが,本時期での井戸廃棄時の祭祀的行

為の要素としては少なくとも炭化物層の存在,曲物の存在,椀・小皿の存在が挙げられる可能

性が高いと考える。以上のような前提で祭祀的行為を想定させる井戸を抽出すると19基 にのぼ

り,全体の83%を 占める。

種子については前述の 3要素から祭祀的要素の強いと考えられる井戸19基のうち 9基から出

土 しており,47%を 示す。ある程度の数値はでているが, I期では12基 中 9基で75%, Ⅱ期で

は 3基中 3基で100%に 比べると低下現象は明瞭である。また,そ の中で種類別にみてみると
,

モモ・ウリが19基 中 5基 (26%),以下,堅果類 2基 (11%), ヒョウタン・センダン各 1基

(5%),穀類 3基 (16%)と いう出土状況を呈 し,かつて非常に高い比率を有 していたモモ

表 6 Ⅲ期 (平安末～中世)の井戸 ○ :普通・出土例あり,◎ :多量

調査地点
遺構番号

(発掘時)

種 子
獣

骨

木製品他 (点数 )

井戸底部

出土遺物

埋土

炭・焼土
備 考

=モ
穀類  その他

曲 箸 その他

物

1次調査

5次調査

1次調査

3次調査

1次調査

2次調査

5次調査

1次調査

2次調査

1次調査

5次調査

6次調査

２‐
０

２２

２３

２４

２５

２６

２７

１

２

２８

２９

８０

５
②

⑭

３‐

６

３２

３３
①

ω

1

2

1

1

3

○

コメ  ウリ

コメ他  ウリ

オナモ

コ メ ウリ,

クルミ

ウリ, クルミ

ウマ

ウ シ

2   スリコギ,刀子

O O 椀,下駄,杓子

1 1
浮き,扇子

1(井筒)

1

1

1

1(完 )

1

○ ○

○ ○

栓

櫛

毬

　

棒
　
　
　
浮

　

毬

○(完 )

椀・皿・木器

椀

曲物・椀

/1ヽ皿

椀・小皿

椀

椀・木器
ク・曲物

ク・小皿

小皿・ウシ

椀

椀

◎

稲

◎

◎

◎

◎

◎

◎ ○

◎ (稲 )

◎ (稲 )

○

◎ ○

木組枠

破壊

下半未掘
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の激減が特徴的である。また,種子の組合せをみてもかつては種子出土井戸の90%以上を占め

ていたモモが,10基 中 6基 ,60%ま で下がっている。行為の不明確な丼戸からの出土例 も1例

認められる。以上のことから,全体的に祭戸E的行為の中に占める種子の重要性の低下が進み,

特に,モ モについては従来から担っていた他の種子とは区別されるその特異性を消失するとい

う変化が認められる。ところが,こ うした流れの中で,新たに出現する種子もある。コメ・ム

ギといった穀類である。 3基の井戸からの出土ではあるが,意識の変化が生じていることを示

すかのようで興味深い。そのほかに獣骨の出現も注目に値する。ウマ・ウシの骨が 1例づつ認

められる。これについては,特に祭祀的要素が強い状態で検出された。 1次調査地点の井戸22

では井戸の上部に多量の炭化物を伴って 1頭の馬骨が出土 した。それらの骨の上部に頭骸骨が

置かれた状態で,頭骨には致命傷 となった傷が確認されている。解体後の埋納が考えられる。

下層からは椀が出土 している。また, 5次調査地点では木組井戸の底部中央ににウシの頭骸骨

が 1個 ,逆転 して置かれている。下顎骨は無い。周囲の四隅には小皿が立てられていたようで

ある。いずれも頭部が特別扱いされている点で共通する。

前述のコ期の濤では既にウマの出土例が認められており,Ш期には広範囲にそうした意識が

普及することが窺われる。

(3)ま とめ

以上のように見てくると,井戸における祭祀的行為の中で自然遺物の占める位置が時代 と共

に変化することがわかる。ここで全体をもう一度まとめてみたい。

まず,種子と井戸における祭祀的行為 との関係について見てみよう。

図 1は表 7に挙げた井戸総数に占める祭祀的要素の強い井戸の割合を示 し,そ れに種子を出

土 した井戸の割合を重ねたグラフである。祭祀性の高い井戸の全体に占める割合の変化は I期

には55%程度であるが, Ш期には75%,Ⅲ 期では83%に まで上昇する。Ⅱ期の井戸については

先述のように数が少ない上,そ の性格上,他の時期 と同一に考えることはやや問題が残るが ,

少なくともⅢ期には内容の差はあれ,何等かの祭祀的行為が大半の井戸で行われはじめている

ことが想定される。そうした状況の中で,種子の出土する比率を見ると, I期 では全体では

50%,祭祀性の高い井戸の中では75%, Ⅱ期には前者で75%,後者で100%,Ⅱ 期では前者で

43%,後者では47%で ある。これでわかるように, Ⅱ期 とⅢ期の間で大きな変化が存在する。

I・ Ⅱ期では祭祀性の高い井戸に占める割合が非常に高 く,全外に占める割合と大きな差を示

す。それに対 して,Ⅲ期には,両者間に差は認められず,数値も低い。つまり, I・ Ⅱ期には
,

特に祭祀と種子の結び付 きが強い可能性を窺 うことができる。

次に,種子の中での各種類の状況を見てみよう。
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図 1 祭祀性と種子の関係

図2 井戸出土種子組合せ

表 7 各時期の井戸に占める自然遺物一覧

国 祭〒B性の高い井戸

剛 種子出土井戸

lllllllモ
モ

国 ウリ

厖Z堅 果類

圏 センダン

匡□穀類

時  期 I Ⅲ I～ Ⅲ合計

井 戸 総 数 4

祭祀井戸数 (総数比) 12(55%) 3(75%) 19(83%)

種子出土井戸数    対総数値

対祭祀値

11(50%)

9(75%)
3(75%)
3(100%)

10(43%)
9(47%)

24(49%)
21(62%)

モモ出土井戸数    対総数値

対祭祀値

10(45%)
8(67%)

3(75%)
3(100%)

6(26%)

5(26%)
19(39%)

16(47%)

ウリ出土井戸数    対総数値

対祭祀値

3(14%)
3(25%)

1(25%)
1(33%)

5 (22%)

(26%)5

9(18%)
9(26%)

とョウタン出土井戸数 対総数値

女寸安烏斤巳ftL

2(9%)
2(16%)

2(50%)
2(67%)

1(4%)
1(5%)

5(10%)
5(15%)

堅果類出土井戸数   対総数値

対祭祀値

5(23%)
4(33%)

1(25%)
1(33%)

2(9%)
2(11%)

8(16%)
7(20%)

センダン出土井戸数  対総数値

対祭祀値

0

0

2(50%)
2(67%)

1(4%)
1(5%)

3(6%)
3(9%)

穀類出上井戸数    対総数値

対祭祀値

0

0

0

0

3(13%)
3(16%)

3 (6%)
(9%)3

牛・馬出土井戸数   対総数値

対祭祀値

0

0

0

0

2(9%)
2(11%)

2(4%)
2(6%)
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出土種子の種類 としてはモモ・ウリ・ヒョウタン・堅果類・センダン・穀類が挙げられる。

種類の数としてはかなり限定的であり,選択された種子 と考えることも可能であろう。

この各種子の出土率を検討 したい。図 3は各種子の出土率を表 している。円周部が100%の

出土率 となる。 ここにおいても, IoⅢ 期 とⅢ期 との差が明瞭に見て取れる (図 3-1)。

I・ Ⅱ期では新たに出現する種子の存在を除 くと,共にモモにピークがあり,祭祀的要素の高

い井戸に占める割合 (太線)が全体の井戸総数に占める割合 (細線)を上回る差についてもほ

ぼ共通 している (図 3-2・ 3)の に対 して,Ⅲ期ではピークもなく両者の差も認められず ,

種子の占める割合 も極端に縮小 している (図 3-4)。 図 3-5で は祭祀性の高い井戸の中で

の種子の出土率を示 しているが,そ うした傾向はよリー層明瞭に認められ,そ のラインは I・

Ⅲ期ではほとんど一致 している。次に,図 2に かえって各々の種子の組合せを見てみよう。

I・ Ⅱ期ではモモの出土を示す部分に他のほとんどの種子が重複 している。例外は I期 の堅果

類のみを出土する 1基だけである。ところが,Ⅲ期ではモモとウリが同率を占め,両者の重複

※太線 :祭祀性の高い井戸に対する値

細線 :井戸総数に対する値

I期

Ⅱ期

Ⅲ期

3.I期の出土率

図 3 種子の出土率

ヒ

ョ

ウ

タ

ン

ヒ

ョ

ウ

タ

ン

″

1.井戸に対する種子の出土率 (I～Ⅲ期) 5 種子出上の祭紀井戸に占める割合

4 Ⅲ期の出土率2 1期 の出土率
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は 1基のみである。そして,他の種子はウリと重複する傾向が強 く,堅果類・センダン・穀類

が含まれる。モモとの重複は堅果類 1例のみである。以上のように,種子の中では I・ Ⅱ期に

はモモが他の種子に対 して,圧倒的優位を占めているが,Ⅲ期にはそのモモの出土数の低下か

ら種子全体の祭祀的行為に占める割合も減少 し,あ るいは種子の中では,ウ リにとって代わら

れる可能性も考えられる。このように,種子の種類や組合せにおいてもⅡ期 とⅢ期の間に差が

認められる。

井戸出土の種子からは以上のようなことがわかってきた。それに加えて,獣骨の出現も考え

合わせると, Ⅱ期 までは祭祀上,重要な役 目を果たしていた種子,特 にモモの存在 とそれに

とって代わるかのようにⅢ期に出現する牛 。馬 (特 に頭部)。 穀類の出現,そ してⅢ期にはす

でにある程度のセット関係が成立 していたと考えられる祭祀具の存在など, Ⅱ期,つ まり平安

時代を境 とした祭祀上の様々な変化を窺うことができるようである。

こうした現象は,井戸がその集落内でどういうものとして存在 したか,そ の社会的違いの現

れであると考えられる。このように,自 然遺物からも様々な】犬況を考えることができる。とも

すれば見落とされがちな遺物ではあるが,今後の積極的な分析を期待する。

1

註

種子・獣骨についての報告としては以下の報告がある。

藤下典之「鹿田遺跡から出上したメロン仲間 Cucumtt mdo L.の 種子,特 に雑草メロン型の小粒種子

について」F鹿 田遺跡 I』 岡山大学構内遺跡発掘調査報告 第3冊 1988年

松谷暁子「岡山大学構内遺跡から出上した炭化種子と灰像について」F庇 田遺跡Ⅱ』岡山大学構内遺跡

発掘調査報告第4冊 1990年

松井章「鹿田遺跡 (Ⅲ ・Ⅳ次調査地点)出上の動物遺存体」F鹿 田遺跡 I』 岡山大学構内遺跡発掘調査

報告第4冊 1990年

これまで構内遺跡で出土したものについては以下の方々の御協力によって同定が成されている。

木器 :畔柳 鎮,能城修―, 種子 :笠原安夫,武田満子,粉川昭平,松谷暁子

骨 :鳥海 徹,松井 章,  貝 :稲葉明彦

2

3 種子については同じ種類の遺構においても,そ の採集方法によって検出されるものに差が生じることが

考えられる。本来ならば,対象となる遺構の土壌あるいは可能性のある部分の上壊の全てを同一のレベ

ルで水洗 。選別して比較する必要がある。しかし,現状では多くの遺構で一部の土壌の洗浄にとどまっ

ているため,草本類を中心とする小型の種子の確認例は僅かである。また,遺構内に入る偶然性の確率

を考えた場合,モモ・ウリなどのような大型のものに比べ小型種子の確率が高いと想定される。以上の

ことから, ここでは草本類などの小型種子を対象物から除外している。

4 能城修一氏によって構内遺跡出上の木製品についての総括的な分析が行われており,津島地区の遺物に

ついては1～ 6次調査分の報告が本年度刊行予定の『岡山大学構内遺跡発掘調査報告 第 5冊』に, ま
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7

岡大構内遺跡出上の自然遺物について

た,鹿田地区出土の遺物については1～ 5次調査分が来年度刊行予定の F鹿 田遺跡Ⅲ 岡山大学構内遺

跡発掘調査報告』にそれぞれ掲載する予定である。

近年の調査では,津鳥地区において検出した縄文時代の貯蔵穴内埋上の上壊をほとんど全て洗浄し種子

を選別する作業を実施している。様々な種子が出上しており,種子の同定に期待がかけられている。

F鹿 田遺跡 I』 岡山大学構内遺跡発掘調査報告 第3冊 1988年  岡山大学埋蔵文化財調査研究センター

『鹿田遺跡Ⅱ』岡山大学構内遺跡発掘調査報告 第4冊 1990年 同山大学埋蔵文化財調査研究センター

『同山大学構内遺跡調査研究年報 5』 1988年 岡山大学埋蔵文化財調査研究センター

「祭祀的行為」と言う名称について,そ の内容が明確にされない状態で使用するのは問題ではあるが
,

ここでは,何かを意識して故意に行われた非日常的な行為として便宜的に呼称したい。

8 井戸の祭祀を考える場合,井戸廃棄時の行為の他に,使用時のそうした行為の存在も考慮する必要があ

る。しかし,現象的に得られるデータは廃棄時の状態であり,特 に,後者を区別することは困難である

ことから,こ こでは本論の目的ともはずれるため厳密な区別をせず,廃葉時に重点を置いた形で祭祀性

を考えることとする。

井戸の祭祀についての指摘は以下のような研究においても行われている。

水野正好「竹筒をのこした一井とその秘呪」‖草戸千軒』Ns36 1y6年 広島県草戸千軒町遺跡調査研究所

中野雅美「弥生・古墳初頭の井戸」F考古学と関連科学』1988年 鎌木義昌先生古稀記念論文集刊行会

9.種子を出上しない井戸 1基はその半分を他の井戸によって破壊され,本来の状態を残していない。

10.鹿 田遺跡の平安期の井戸については,そ の出土遺物に墨書土器・転用硯 。木街・丹塗り上師器などが含

まれていることや,他の遺構群との関係から,公的な要素を強く有していた可能性が高い。そのため
,

前後の時期と同一レベルで比較することは問題が残ることは否めない。しかし,少なくとも,種子に対

する意識がこの段階まではI期 と変化していないことは明白である。

11『鹿田遺跡Ⅱ』岡山大学構内遺跡発掘調査報告 第 4冊 1990年  同山大学埋蔵文化財調査研究センター

12『岡山大学構内遺跡調査研究年報 6』 16～ 17頁  1989年  同山大学埋蔵文化財調査研究センター

13 ここでは種子との関係が本論であるため,鹿田遺跡で出土例の多い曲物にのみ注目して検討したが,他

の遺跡では箸なども多量に出土する例が多々認められており,他の遺物についても要素として取り上げ

られる可能性はある。

14 1期 (弥生時代～古墳時代初頭)の井戸から穀類が出土した例として,川入遺跡が挙げられる。弥生時

代後期に属し,炭化米・親が検出されている。報告書では詳細は不明であるが,土器の器壁に付着して

出上した可能性が高いということである。こうした出土状況を考えると,祭戸E的行為に伴って必然的に

入れられたものではなく,土器に伴う偶然性の高い資料と考えられるため本論での対象とはないもので

ある。

F山 陽新幹線建設に伴う調査Ⅱ』岡山県埋蔵文化財発掘調査報告書 第 2集 1974年  岡山県教育委員会

15.『鹿田遺跡 I』 岡山大学構内遺跡発掘調査報告 第 3冊 1988年  同山大学埋蔵文化財調査研究センター

16.『岡山大学構内遺跡調査研究年報 5』  1988年  岡山大学埋蔵文化財調査研究センター

鹿田 5次調査の発掘調査報告は現在作成中で来年度に刊行予定である。

17 図3は 円周部を100%と して出土率を示している。図 3-1は各種子出土率を井戸総数に対するものと

祭祀的な丼戸に対するものとにわけて表し,図 3-2～ 4で は図3-1を時期別に分離している。図 3

-5は祭祀性の高い井戸の中で種子を出上したものに対する各種子の出土比率を示すものである。全体

の井戸に対するものについては,対祭祀井戸の図と大差ないため省略している。
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